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叫
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も

の
と
し
て
対
人
地
需
禁
け
条
約
を
叶
J

切
ー
と
し
て
、
条
y
わ
ν珊
約
匡
と
存
続
Jhhい
と
の
ペ
同
半
宇
行
動
ん
は
軍
事
前
協
力
に
お
り
ん
）
権
一
勾
還

世
〈
行
レ
か
に
し
亡
は
似
さ
れ
て
き
と
の
か
一
を
見
て
い
く
c

な
お
、

対
人
地
川
出
会
止
条
約
は
一
一
円
山
昨
の
使
用
川
叫
制
に
問
す
？
／
w
規

弘行部） 'i• 条約への桁与運用十11をJk苧人の江お主投

!Tl 
n 
が

ご
い
る
こ
と
か
ム
、
共
同
半
事
行
肋
に
お
い
て
も
相

h
運
用
性
の
際
保
が
問
題
に
な
り
ろ
る
が
、
条
約
の
経
効
以
降
は
社
人

池
宮
が
使
同
v
f
れ
た
共
同
T
よ
U
行
動
の
引
事
例
は
却

m
Eさ
札
て
い
な
い
た
め
、

q
l
j

ヤリ

λ

叫

ん

よ
一一（
I
U

「）

険
一
山
の
対
象
外
と
す
ゐ

ジ
ユ
不
7

ヴ
諸
条
約
治

追
川
議
’
疋
喜
一
ム
T
F悼
の
j

疋
誌
を
巡
る
州
連

日
の
リ
十
巾
寸
司
い

i

多
発
ブ
口
発
川
以
～
k
に、

持
司
、
か
ア
ワ
方
－

ス
タ
ン
及
び

f
ラ
ク
に
い
ア
一
ご
と
っ
た
市
計
的
拾
置
や

ペ
し
つ
虹
の

N
A
T
O
に
よ
る
ザ
ピ
7

へ
の
航
空
反
事
の

4
う
に
、
実
数
刊
の
平
隊
か
円
ノ
同
軍
事
ノ
f
勤
を
民
間
刊
す
る

F
例
が
伎
を
絶
た

の
義
務
会
共
有

L
仁
い
る
わ
け
ご
は
な
い
も

7
y
～
か
ん

な
し、

《よ
' 

い
ず
れ
の
事
例
い
お
い
に
も
参
加
問
の
人
口
ぐ
が
武
心
松
下
法

i
伺

炉
互
選
府
生
の
一
昨
深
が
河
川
也
と
な
り
う
る
ハ

山
町
」
該
航
心
r
攻
誌
に
〈
山
力
紛
争
法
の
い
す
れ
の
規
則
が
澄
川

3
れ
ん
v

の
か
が

問
題
と
な
っ
わ

J

九
九
九
年
に

Y
J
A
T
O
が

1

判
別
誕
の
力
作
成
（
（
）
七
2
2
2
5
〉一一凶弓にで
οコ
三
を
一
民
間

ユ
l
f
ス
ラ
ヴ
ィ
プ
ト
航
宅
攻
撃
を
行
っ
た
蕊
に
は
、

平
半
日
店
の
み
を
攻
撃
の
引
け
象
と
オ
る
と
い
う
区
批
示
以

。同門出向以内同ロの円。ロ）

門

部

追

加
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議
｛
主
治
川
一
八
条
で
そ
の
基
木
町
一
則
九
J

喰
認
さ
れ
、
第
五
一

b
k
k
p
Uぺ
休
ん
に
さ
れ
て
い
る

r

x
ら
れ
る
こ
ど
か
ム
、

ミ

2

4
1
v
l
一

ま
た
は
一
別
原
則
は
慣
れ
一
法
化
し
て
い
る
ど
を

J

司
切
の
ん
作
戦
に
参
加
し
た
九
十
て
の
ヨ
が

4
田
川
引
を
送
守
仁
な
け
れ
ば
な
ら
主
レ

F

」
と
仁
な
る
一

で戸、、
問

A
T
Oは
当
時
、
参
な
自
が
武
力
ω
初
予
法
を
冶
守

L
、
い
る
己
じ
を
拍
一
括
し
つ
つ
一

参
紅
国
に
よ
る
武
力
粉
詰
川
、
の
原
閣
の
忙
ヘ
謂
解
釈

を
確
保
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
有
し
に
い
な
か
っ

そ
の
結
果
、
司
事
い
い
M

折
山
内
定
識
の
桝
釈
は
名
出
川
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た

町
、
山
人
。
ぷ
M
円
山
で
、
出
弔
法
規
の
が

ゆ
A

4

J

こ
λ

つ一」ヲ
F

一♂一ヂ」通
A

1

j

R

一

j
t
f
j
J
O
J
7
l
）

L
L
k
f
d
J
j
f
J
 

と
り
わ
け
、
円
前
川
小
に
実
施
さ
れ
た
攻
年
任
務
の
約
八
ρ

バ

l

セ
ン
え
い
参
加
す
る
寺
、

l
h
w
岳
、
の
小
、
心
的
役
割
を
和
三
に
い
た
不
利
か
第
追
加
議
定
宇
門
を
批
准
し
て
お
ら

ィ
」
ら
に
軍
事

H
標
の

4
p義
の
川
怖
い
宵
決
化
シ
一
否
疋
し
f
、
い
た
こ
と

抗
角
攻
撃
に
適
制
刑
さ
れ
る
法
規
目
的
不

交
問
川
出
を
よ
一
り
一
複
絵
じ
し
て
い
た
c
J
tよ
か
、

日
時
の
認
弐
の
沼
違
b
L
V川
ゐ
相
互
運
引
け
の
問
題
山
川
、

F 、
" " 
3「、
、一

一白川
U
P
イ
ラ
ク
戦
争
ド
お
け
る
一
イ
ラ
ケ
の
ρ
同市川

f
戦

1
J
2
5
0ロ

7
2
問
中
立
ハ
C
コ
こ
の
際
に
も
パ
ー

？〕
1
p
u
相
有
淀
川
川
犯
の
問
題
に
対
二
＼
関
係
同
は
限
定
的

L
共
阿
盗
事
行
拘
に
お
け
る
吏
一
ぷ
！
の
吏
求
手
一
刻
盤
？
、
ま
た
多
加
同

相
互
の
法
的
支
践
が
甫
γ
ミ
ゲ
る
な
と
や
f

d

て
、
柔
軟
巴
本
一
も
3

で
い
よ
い
J

V

同
蓄
の
り
作
戦
で
五
泌
さ
才
た
相
互
庄
は
M
r
の
調

塾…

d

ス
一
「
ム
で
は
、
あ
る
参
四
国
に

の
任
務
が
下
さ
れ
F
際
に
、

4
1
」
以
問
刊
本
が
ヲ
げ
の
攻
防
す
が
村
際
け
は
じ
違
反
↑
l
J
u
r
コ
バ
な
す

場
合
に
は
、

そ
の
ぞ
）
な
任
務
を
日
J
U
ご
と
い
か
認
め
ら
九

米
4
4
は
司
切
斗
に
認
さ
れ

部
の
寸
ハ
二
」
の
よ
う
入
A
J丈
ノ
む
に
つ
一
亡
、

フ匂リ川
f

ぃ
的
な
制
利
引
り
か
ら
司
じ
る
ン
レ
ン
？
キ
一
抱
え
な
が
ム
ち
、
任
務
い
を
訂
以
口

L
た
国
に
代
わ
っ
て
r
ω
t
z
攻
装
J
U
Y
A
Zふ
れ
い
〕
実
際
！
の
ブ
ォ

円
を
行
つ
れ
J

。
ま
た
、
イ
ラ
ク
の
M
H
出
作
弐
ご
は
、
巨
岬
仰
の
患
J

止
や
弐
析
が
口
問
に
却
さ
れ
て
い
る
リ
ヰ
仏
怜
義
務
い
反
ム
T
る
場
九
九

LJ

IYX ;j: 
1山田

は
承「
N't ~· 

たlミド
ノ7

ド

守
山
科
げ
る
て
と
に

t
り
し
ん
叩
1
4状
純
情
へ
の
間
ワ
い
つ
い
て
れ
制
官
を
不
し

そ

L
て
本
田
は
そ
れ
を

N 
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門別一一日川

九
人
人
地
百
世
一
て
条
約

氏ト
υ
紛
ハ
冬
、
川
制
い
の
は
付
約
ヨ
ー
ノ
）
非
締
約
J
1

の
相
可
運
町
村
の
問
認
が
よ
リ
顕
有
こ
な
っ
た
の
は
、

対
人
的
常
林
戸
市
北
条
約
で
あ
る
）

I
J
i、
大

i

I

1

1

1

1

竺

タ
すh

1
4
吋
げ
て
「
対
人
的
自
キ
一
世
相
す
る
干
）
う
ど
を
、
川
羽
山
手
ど
「
対
人
品
川
ぃ
出
を
開
発

L
、
守
屋
し
、

生
存
そ
の
池
の
り
法

ドト
7
1

執っ
J
h
h
出
山
川
向
寸

1
レ、

出
夜
し
む
し
え
は
保
有
し
又
は
い
ず
れ
か
の
者
に
汁
し
ご
砕
烹
ト
右
し
く
は
山
怯
に
将
ぷ
す
フ
ヲ
）
と

p

t

、

｝

守一利
J
J引

Y

4

そ
し
vt
同
頃
c
で
「
締
約
国
に
対
し
て
烹
止
さ
れ
て
い
る
川
お
か
一
行
、
つ
－
一
と
に
勺
さ
、

い
F
れ
か
の
占
ト
対
し
て
、
交
政

L
、
同
協
し

又
は
紡

J

認
す
F
O
ご
と
」
を
控
が
け
し
て
い
る
こ
と
力
、
句
、
同
条
内
の
締
約
何
い
と

4
締
約
百
の
宍
同
単
事
行
動
及
び
一
4
u
j
的
協
ん
に
お
げ
る

市
山
口
三
一
川
刊
の
惇
一
川
怖
が
問
震
と
な
っ
わ
＝

ハ
刊
ギ
由
行
到
の
間
同
点
と
し
て

対
九
地
蓄
を
位
田
川
寸
る
非
締
約
h

？
と
の
対

す
な
わ
ち

弘行部） 'i• 条約への桁与運用十11をJk苧人の江お主投

円
軍
1
行
動
に
み

Y

加
す
る
こ
と
が
、
そ
し
て
甲
事
前
協
力
L

の
間
也
と
し
て
、
対
人
地
誌
を
保
有

t
る
4
締
約
凶
市
町
山

d

の

H
M領
域
へ

の
駐
留
を
一
詰
め
る
』
〕
と
が
、
、
／
で
い
m
u
止
さ
れ
て
い
る
一
銭
肋
」

に
相
当
す
る
可
能
性
が
£
り
、
締
約
川
が
条
約
義
務
注
反
主
ル
惜
し
凶
せ
る

恐
れ
か
h

q

相
h
運
用
性
に
v
d
佳
T
き
た
す
可
能
判
い
が
生

υ
ー
の
で
あ
る

v

止
締
約
川
刊
と
の
共
同
？
早
与
行
動
及
ぴ
軍
事
的
協
力
に
お
、
γ

一＼

怖
の

J

同
心
身
い
か
川
及
び
川
に
列
一
品
了
さ
れ
て
U
る
各
MP
ヂ
什
お
が
行
え

そ
れ
ぞ
れ
の
出
一
一
誌
の
玄
味
が
不
明
位
台
あ
り
、

同
九
体
的
仁
い
か
な
る
行
為
が
認
め
ら
れ
る
か
は
明
ム
う

入
品
い
の
は
lH明
だ
と

L
て
も
、

で
は
な
か
っ
た

グ〕

「
援
助
一
、
「
ヨ
励
一
、
札
ぴ
「
効
訪
ぃ
f
k干
意
味
す
る
の
か
じ
つ
い
て
は
明
砕
ヘ
ヱ
ヨ
荒
い
か
存
J

れいし

い
か
な
る
じ
為
が
れ
京
約
i
許
話
さ
れ
る
の
か

そ
の
げ
札
却
が
問
題
と
な
叶
た
〉

な
か
ん
ず
く
、

条
約
交
接
時
に
市
〕
河
川
J

対

九
沿
い
ー
に
め

入
品
川
百
川
公

H
条
約
ド
み
つ
い
止
し
＆
い
こ
し
が
川
づ
し
り
か
ト
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

円
本
心
γ
K
A
T
O訪
凶
川
、
そ
し
て
ォ
l
ス
ト
ラ
J
7
の
士
、
っ

仁
、
平
田
と
t
r
M
で
市
事
行
訟
を
展
開
し
、

あ
る
い
は
打
開
に
木
市
北
地
を
抱
え
る
回
じ
2
っ
て
、
日
川
へ
地
平
江
市
汁
条
約
？
付
決
J
H
さ
れ

る
一
回
流
防

の
組
引
を
ば
ら
か

φ

し
い
す
れ
で
し
と
は
、
日
但
芝
山
辺
川
叫
を
催
旬
す
る
】
で
非
常
け
い
所
長
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

川
刈
人
地
罰
禁
汁
条
約
は
い

μ
Hさ
れ
る

r
b
h
v
tふと
1

1
i
l
i
J
l
 

l
λ

に

J

一

z
j
 

t
H
L
 の
総
監
に
つ
い
て
条
約
十
町
ョ
催
な
制
1
4
疋
を
欠
主
一
、
ノ
つ
も
、

条
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に
関

1
9勾
崎
弘
十
町
恒
へ
の
い
だ
い
ん
の
必
要
性
子
実
感
｝
六
百
二
千
国
川
川
バ
ハ
の
制
定
を
涌
じ
て
問
起
に

ラ
ン
ド

γ
イ
〆
e

ずで

一
タ
ー
の

J
t
v
r
L
A
ム

ω
と

多
j

＼
の
は
rv
約
ィ
ー
は
い
行
人
記
百
や
貯
ぷ
仁
て
い
る
司
い
計
約
寸
I
f

の
日
ハ
ィ
軍
ヅ
行
動
へ
の
市
な
る
参
加

で戸、、
問

（

5
2勺

は
、
朱
約
ー
で
止
さ
れ
て
い
な
い
が
、

る
場
九
円

非
締
約
山
川
け
が
共
河
軍
事
行
設
v

、
川
け
’
人
民
言
内
情
町

に
は
胡
泊
三
が
バ
ー
じ
う
る
p

一
と
に
向
土
〕
1

し
と
い
る
と
い

具
体
的
に
、
多
く
の
思
い
か
条
約
上
禁
止
さ
れ
二
い
一
ゐ
と
捉
コ
〈
て
川
る
わ
為
は

以
内
の
と
お
リ
と
あ
る
口
「
対
人
地
市
一
の
校
弔
の
戸
西
に
は
芯
Lrル
し
な
い
、
ー
対
人
地
U

一
回
の
い
比
吊
を
許
行
づ
る

五
タ
数
回
向
の
）
父
一
内

旧
判
汀
に
同
意
L
な
い
」
、
一
伯
臼
の
対
へ
地
雷
の
似
弔
を

vw認
し
な
い
」
、

伯
日
刊
ト
対
へ
地
斗
田
の
使
柑
LE安
請
し
な
い
」
、

故
誌
に
抱
村

に
よ
る
対
人
地
雷
の
悦
川
か
ら
ギ
ド
恥
れ
沿
を
祥
な
い
」
、
ー
位
以
の
対
人
地
古
使
刑
を
訓
糾
し
な
い
、
ー
対
人
地
U

の
初
送
、
叫
ん
両
、

又
リ
い
唱
設
を
託
料
し
な
い
」
、

ぷ
締
約
川
に
よ
る
対
人
地
叫
の
t
h
M一
領
時
引
の
通
γ

刷
、
↓
え
は
白
川
悦
域
で
の
い
ι町一九時はい世代止

5
れ

た
だ
し
、
条
文
の
よ
り
洋
刺
な
解
釈
や
運
用
は
締
約
巨
に
よ
っ
て
大
き
く
呉
な
る

列
え
ば
、

f
i
λ
人
ラ
リ
ア
は
九
九
九
九
引
↑

附
叫
」
証
書
を
－
3
託
、
〆
プ
～
際
仁
一
旧
宗
門
R

↓「（ヘス

5
c
E一

を
発
表
、
非
締
約
同
と
れ
H
h
M
手
引
事
行
動
仁
問

ν
て、

速
に
よ
〉

る
ー
又
は
悶
際
去
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
辺
助

＋

fパマ
ν
く
は
位
、
け
遣
い
与
山
，

fm助
の
分
脈
に
お
い
て
、
何
人

地
一
同
一
で
す
叫
ん
約
C
禁
ム
さ
れ
い
、
い
る
行
動
に
従
事
「
る
品
一
一
約
凶
と
共
川
川
九
五
F
M
刊
さ
れ
る
そ
の
よ
、
つ
な
宇
事
活
動
に
、
国
防
半
ヤ
プ

ス
ト
ア
ー
ノ
ア
寸
民
が
参
加
し
た
1

〆
〆
て
も
、
そ
の
で
つ
な
参
加
月
体
は
条
約
追
じ
は
と
完
な
さ
れ
な
い
と
述
べ
と
い
る
一

な
お
司
百
一
胃

の
趣
旨
は
、
日
川
人
川
日
常
禁
汁
条
約
の
羽
一
河
川
、
パ
た
る

φ

〉

5
ヲ
ν
2
2
5乙
ν山
口
F
v
k

っ
き
一
2
5
2戸
守
二
一
志
茂
vp

の
第
？

1
3
3
）

C
品
川
例
外
と
し
よ
規
定
さ
れ
て
い

4土
日
一
店

続
い
ど
ん
E

百
は
、
対
人
地
雷
禁

H
条
約
第
♂
ん
土
庁
（
に
列
予
さ
れ
て
い
る
そ
れ
子
れ
の
九
人
一
言

の
ト
ド
味
に
つ
い
て
解
釈
を
吟
ら
；
カ
に
し
、

「
援
助
一

は
「
条
約
て
ヰ
小
止
さ
れ
る
活
設
へ
の
実
陪
的
H
つ
直
接
的
な
物
河
川
市
参
加
一
茶
店

刊
す
る
が
、

山
長
自
立
援
を
も
川
ま
な
い
一

N
U
ι
t
k
－
れ
る
活
動
に
民
事
ず
乙
条
約
非
締
約
一
日
の
人
員
の
一
宇
、
確
保
の
提
供
の
よ
ー
な
、

と
さ
れ
る
c
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山川山？い
1d

、

J

i

 
uぶ
政
府
は
受
託
舎
の
守
花
時
に
条
約
の
僻
釈
宣
一
一
コ
や
行
っ
ー
は
い
な
い
が
、

九
ム
八
と
口
1

1

月
の
有
名
か
ら
九
力
ヘ

年
の
出
曜
ま
で
の
却
に

条
約
の

パ
つ
い
て
沢
ョ
ャ

N
A
r
O諸
寸
と
潟
誌
や
行
っ
た
こ
そ
し
一
／
＼

一
品
九
八
年
い
は
保
法
ど
し

、
「
対
人
出
雲
の
製
誌
の
余
止
止
ぴ
所
持
何
収
判
明
日
う
に
司
す
る
法
毘
（
江
戸
、
対
人
川
害
法
、
さ
附
記
」

を
叫
ん
正
し
れ
。

E
本
が
条
約

を
批
准

E
L
f
入
は
M

川h
吋
斗
北
川
出
荷
を
む
ろ
際
仁
同
た
で
ハ
恥
も
訟
糾

L
P
一
論
内
J

は
、
在
円
本
軍
に
よ
る
対
人
川
崎
H

い
係
，
ω日前刊訪れにけ川し

L～ 

こ
ま
で
司
話
ヲ
フ
ザ
こ
し
L

が
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
む
皮
抑
止
義
誌
を
ね
う
の
か
、
と
い
、
つ
ね

1
1
J
H
1
1
ホ

〉

μ
J
h
二
0
4口
町
ポ

vty一

こ
の
間
ト
出
店
日
い
つ
い
「
に
、

1
1

も
げ
ん
十
川
l

「出

1
』

A

4

r

M

h

い
涼
法
の
一
段
的
な
i
M

（
対
人
地
出
色
一
小
止
条
約
の

長
｛
疋
伐
と
し
一
、
の
協
定
に
つ
い
て
は
、

弘行部） 'i• 条約への桁与運用十11をJk苧人の江お主投

日
ド
悲
づ
」
λ

ま
し
て
、
外
巨
平
、
外
川
軍
基
地
に
は
道
府
が
な
し
と
い
う
乳
明
か
ら
ャ
A

叫
ん
却
を
聞
は
札
さ
せ
る
〉
こ
の
説
川
町
に
従
、
ズ
ば
、

ノ
円
円
恥
山
本
ご
見
当
蚊
仁
対
人
、
池
引
出
会
J
U
条

約

の

義

務
LrEh
わ
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る

〔
か
し
、
米
吉
i

の
対
人
地
古
に
係
る
あ
ら

ゆ
る
行
J

品
を
認
め
る
こ
と
は

締
約
阿
の
m
E
拡
が
ま
た
は
管
却
の
及
ぶ
範
問
で

条
約
が
で
止
す
る
消

闘
を
防

1
7
－A
び
川
叫
ん
す
る
川
和
置
を
と
る
こ
と
を
主
総
刊
け
て

v

る
こ
と
か
ら
同
志
と
な
る

J

こ
の
山
山
に
〉
い
て
北
府
は
、

条
約
第

九
条
は
、
締
約
制
仁
だ
し
ま
1

J

て
、
肖
川
刊
の
や
斡
ま
た
は
管
財
の
託
ぶ
範
阿
で
条
約
が
禁
」
一

17ω
活
動
を
防
」
し
疋
ぴ
判
止
す
る
捨
国

ゃ
I

〆
る
こ
さ
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
り
ま

L
て
、
我
－
小
ヨ
は

t
u米
軍
に
で
ゐ
対
人
治
以
に
泊
か
わ
る
山
市
一
掛
川
ヰ
一
防
…
－
K

J
札
び
抑
ぺ
け
す
る

義
務
？
は
’
司
わ
な
い
f

、
F

〕
う
い
う
こ
こ
だ
片
思
い

と
説
明
ノ
、
対
人
泊
日
一
出
禁
i
H
朱
約
上
、
災
平
の
行
為
を
如
J
M
す
る
正
弘
杓
h
r
一

ー
も
〉
ご
、
：
7
l
i
？

〉

｛
p
f
4
1
4
Y一
毎
ふ
や
す
三

間
内
法
L

の
制
約
に
つ
い
て
は
、

「
じ
米
地
ー
い
協
に

第

六

条

が

本
間
半
隊
の
構
成
員

ー
と
は
い
、
ズ
、

へ
ん
仰
い
木
市
の
地
ド
協
定
）

、
日
木
法
令
の
ち
且
を
義
務
付
け

L

い
る
こ
と
カ
ら

ぷ
の
制
約
M
Y
課
さ
れ
る
町
能
仲
が
与
え
ら
れ

し
か
し
、
本
軍
が

U
I併の

ー
い
〈
つ
を
ー
に
の
程
度
遵
？
す
と
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
一
じ
は
な
く
、
こ
の
I
H
に
間
L
E
政
附
は

v
k
草川
i
h

の
行
動
の
必
叫
刊
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h 
勺内

υ 

,,ii 

jづの
λ 公

ま共すccの

説
！則

じ
山
と
て
碑
皮
ん
J
U
揖
ハ
な
る
一
、
い
J

Jど
ぶ
陵
し
た

河
川
叶
『
弘
、

ι£
いしこ
t
L
4
4
2

4
l
J
f
t
I
u
iす
1
4
q

の
相
臼
関
係
に
お
い
ご
細
々
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
）
い

7

で戸、、
問

U
1

川l
i
を
紋
片
的
仁
的
支

L
た
結
景
、
政
応
は
「
対
人
地
討
の
貯
ぷ
泣
ぴ
対
人
い
ほ
宮
内
保
右
、
そ
れ
に
関
述
ず
る
輪
一
己
♂
い
う
も
の
を

主
市
円
体
が
守
つ
P

下
一
に
到
し
て
は
、
叩
d
A

が
出
川
は
呉
訟
を

mえ
な
い

当
川
京

d
々
木
約
常
止
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
円
本
の
す
埼
を
況
時
に
し
、
事
〈
の
締
約
M
門
が
日
月
人
民

に
該
当
づ
る
と
見
な
す
行
為
を
、
五
質
的
じ
許
認

L
f
い
る
と
言
X

Q
。
に
だ
し
、
未
市

川
印
刷
に
つ
U

て
は
、
法
制
刊
は
可
能
だ
が
政
東
判
断
と
し
て
一
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う

に
よ
る

U
本
棋
域
内
で
の
対
八
地
市
の

見

wmも
問
レ
か
い

L
、
米
平
も
こ
れ
に
判
併
を
似
し
た
と
い

ま
た
不
一
円
レ
／
の
軍
事
的
協
ハ
一
に
お
い
て
、

日
小
↑
対
人
地
古
た
止
条
約
十
の
川

fUが
ぷ
さ
れ
る
こ
レ
も
明
＝
り
か
レ
し
て
い
ゐ
乙

の
保
有
す
る
社
人
地
平
い
の
運
設
に
川
円
起
し
て
、

え
ず
「
ホ

正
げ
し

対
人
、
出
ム
山
を
輸
送
す
る
と
訂
九
州
は
朱
約
禁
止
を
さ

ιで
ぶ
り
ま
す
活
動
の

う
で
ゐ
ゐ
保
有
に
当
た
り
ま
す
の
で
、

o

u

ト
ド
ド
小
田
燃
に
よ
る
と
リ
米
互
の
対
rhl

、
地
需
の
輸
，
之
は
認
め
ら
れ
す
、
ま
た
い
民
間
人
に
よ
る
輸

刊
一
も
民
叫
江
川
内
内
！
円
、
上
対
人
地
主
の
所
持
い
い
当
少
人
る
も
の
と
？
ぷ
ぷ
ヤ
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
円

」
〉
注
べ
、
ー
川
町
右
手
柑
山
比
す
る

対
人
法
一
山
林
市
ム
条
約
第
一
条
一

政
恥
川
を
叫
山
川
悦
に
、
不
出
川
J

山川川崎
γ

々
に
お
い
て
河
本
刊
に

7
Q

、
と
幸
一
明
確
に
し
た
c

な
お

対
人
た
，
一
間
性
市
止
条
約
約
一
え
ポ

友
r
j

で
い
た
オ
さ
れ
る

川
伝
汁
、
た
る
付
人
位
帝
国
法
的
刈

「
保
右
一
は
、
取
得
一
、

貯
蔵

と
と
も
に
、

粂
で
は
「
明
待
一
こ
し
て
扱
わ
れ
、
付
人
地
雷
の
運
搬
何
た
め
の
－
所
持
以
内
内
法
ト
も
胤
別
／
一
二
ふ
一
川
1

刊
さ
れ
る
こ
〆
て
い
な
一
ハ
た

J

X
才

一

年

H

t
U汁

々

日

J
5
 

パ
1
p
一－

同
叩
の
力
げ
に
け
悦
仁
お
け
る
航
宅
攻
撃
u
H
体
灯
台
法
性
的
、
正
当
叫
に
つ
い
て
は
は
併
の
川
違
が
と
r
汀
す
る
も
の
の
、
お

一川口川ん中
Z
M
1

人止去日

の
各
締
約
い
は
実
行
一
、
関
係

E
ー
と
の
高
崎
を
通
じ
と
条
文
を
解
釈
し
ド
内
法
を
長
伶
寸
ゐ
ニ
ル
に
よ
う
て
、
条
約
五
務
に
逸
反
じ
な

米
軍
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い
摂
古
7

に
お
い
ご
司
締
約
国
と
の
H
ハ
川
峯
喜
一
れ
動
に
お
け
る
相
白
川
王
阿
佐
九
主
将
保
し
て
き
p
c
そ
し
、
か
か
る
対
応
に
よ
っ
て
、
山
元
際

の
？
で
ベ
レ
ー
～
ノ
ヨ
シ
上
も
さ
ほ
ど
小
都
合
は
f

じ
な
か
っ
た
じ
川
原
に
、
対
人
h
z
g
n
j条
約
の
ケ
？
ス
で
も
、

司
条
約
の
発
効
以
降

は
U
4
半
ー
し
よ
る
け
人
地
宮
の
伎
町
は
位
認
さ
れ
な
い
も
の
の
、
件
締
約
川
崎
一
は

flEHr条
約
十
民
務
一
ド
違
反
し
な
い
と
考
ス
る
限
度
に
お
い

亡
、
り
が
回
こ
の
担
方
選
応
叶
ー
の
司
取
…
王
手
一
泣
ア
？
っ
と
努
め
て
主
十

す
な
わ
色
、
武
力
紛
争
条
約
i
、
ー
掛
川
利
回
と
の
共
同
軍
事
／
七
日
刊
及

び市山

fp的
協
力
は
制
約
四
に
認
灼
片
れ
る
権
剥
い
で
あ
円
、
同
J

ド
ユ
辺
地
直
の
確
深
は
か
む
が
阿
約
回
が
ω
A
Y
J
P
心
条
約
義
仲
間
の
限
度
内
で
刻

U
L

う
る
の
で
あ
っ
て
、
法
的
ト
規
律
ー
す
九
州
必
以
は
こ
れ
ま
で
牛
じ
な
か
っ
た
の
仁
あ
る
の

弘行部） 'i• 条約への桁与運用十11をJk苧人の江お主投

¥;!'; 

辛

武
む
紛
争
条
約
ヘ
の
相
互
述
明
性
条
ほ
の
導
入

口
加
誌
定
ヱ
甘
や
対
人
地
一
E
h
u
止
条
約
に
時
間

f
る
待
問
の
政
策
ヤ
実
行
に
部
み
れ
ば
、

第

武
ケ
紛
争
条
お
L

相
旦
逆
用
性
条
反
え
一
あ

え
て
ム
専
↓
人
オ
る
仏

U

法
犯
は
蕊
守
ご
つ
れ
な
い

ぞ
こ
一
じ
本
章
一
に
は
、
な
ぜ

C
C
M
に
利
旦
日
北
町
性
九
人
境
ト

y
rよ
柏
市

ハ決が抱月
J

人
さ
れ
た

の
か
志
、
八
し
じ
M
の
規
制
対
象
B

／
る
ク
ラ
ス
タ
仰
の
特
件
、
比
ひ

t
ス
ロ
ワ
口

k
ス
の
ち
析
を
週
二
、
町
ら
か
に
す
一
。

Z
A

ヤ

U

A
L一
～
1ι

ク
ラ
ス
ャ
一
目
の
波
町
税
引
を
巡
る
父
持

ク
ラ
ス
タ
却
の
半

F
的
名
制
性

グ
一
マ
ス
タ
ー
弾
は
、
半
事
内
ム
州
出
性
カ
討
い
兵
器
と
あ
る
y

つ
わ
れ
る
が
、
そ
の
河
南
は
ク
ラ
ス
タ
悼
の
ず
十
品
川
が
影
響
を
与
え
ゐ

第

;q 

の
y
h
さ
に
あ
る
“
一
抗
え
ば

記
域
た
る
フ
ノ
t
ブ
リ

J
1
1

一
九
九
九
判
の
つ
ゾ
ヴ
T

紛
争
で
本
市
い
で
足
羽
lJ
た
じ

B
U

八
七
／
ノ
ロ
と
い
う
ク
ラ
人
タ

I
部
は
、
子
持
B
L
亡

九

七

／

B
を

〕仰苫一段｜一、

f
i－
－

 

そ
れ
が
航
空
機
小
ら
投
下
さ
れ
た
坊
の
の

、
,, 

7

r

ト
ブ
リ
〆
L
J

は
平
均
で
八
パ
リ
司
l

ハバメ

1
i
ル

f
u
ハノ川、、川門ヘノ

Cml

一
も
な
り
、
広
範
析
を
訴
時
九
一
攻
撃
す
る
こ
ー
が
て
JZ
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,,ii 

ま
う
に
、
記
上
先
制
型
の
ク
一
フ
λ
ケ
7

持
も
ん
什
仏
い
す
る

r

九
九
び
九
ー
の
湾
作
戦
争
の
際
に
受
信
べ
C

れ
た
多
連
弘
行
一
rF
ノ
ト
シ
丸
一
フ

ム
（
リ
イ
門
戸
一
戸

V
T
ア
h
N
C
コ
つ
戸
間
A
X－rAν
押
印
戸
、

2
2
2一

。

M 

一
亡
〔
ノ
門
主
い
れ
プ
〆
イ
ノ
へ
は
、
十
一
一
発
の
ロ
ケ
ッ
ト
却
を
合
引
ず
y
T
L
h
J
叶
詑

で戸、、
問

るで

トム
L ノ、
が j!l]

π： :J可
能 J'Cj

レ ジコ

fJ了 寸ニ
るよ.・.0'ii 

0 チ
;J,j 

店主予

一宇
Z〕

M 

ヘ
円
ケ
y
卜
が
一
戸
に
一
ゐ
日
古
代
’
付
さ
れ
た
場
合
、

約

万
川
内
記
団
Jγ

人
戸
↓
し
次
撃
す

ク
ラ
ス
タ
ー
げ
が
J

J

J

－
h
ノ
L

ド
ン

二
凶
叫
」
上
兵
長
）
と
称
さ
れ
る
所
以
は
正
い
こ
の
よ
う
な
広
範
凡
な

フ
y

f
プ
リ
ン

LrV布
一
円
、
単
枠
組
内
砲
弾
と
比
一
枚
し
て
、

上
り
少
な
い
川
パ
＋
え
で
採
向
じ
多
数
の
ド
H
川
示
を
な
可
r
J
9

八
ゴ
～
と
が
一
コ
ふ
昨
t
」な

る
口
一
じ
費
用
け
川
効
来
2pl品
く
、
以
下
的
に
有
崩
と
認
識
さ
れ
て
き
た
の
で
為
る
ハ

し
か
し
、

ク
一
ア
ス
タ
ー
什
ほ
こ
の
よ
う
な
軍
事
的
有
用
件
を
有
吉
る
一
方
じ
、

そ
の
慣
用
が
非
人
也
抗
な
幼
果
を
惹
起
す
ん
）
と
司
地

去
、
れ
て
き
た
）
た
し
て
ん
ク
ラ
ス
タ
l
泌
を
矧
し
と
攻
時
J

が
平
手
仰

d

の
み
に
判
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
仏
む
な
ブ
γ

入
プ
リ
ン
、
ゆ
え

に
、
当
合
軍
事
川
口
払
の
民
匝
に
存
れ
す
る
民
用
物
一
γIJAR
に
対
し
て
、
過
度
の
什
照
的
長
与
を
号
、
さ
ノ
v

恐
れ
が
あ
る
か
ら
ご
あ
る

九
一
、
小
発
弾
に
よ
る
被
害
も
出
刻
で
あ
る

（
帆
問
的
に
ク
フ
ス
タ
；
仰
は
、
そ
の
内
部
仁
多
訟
の
子
弾
を
恰
殺
す
る
た
め
、
個
々
の
了

刊
の
が
発
京
が
単
一
円
と
町
こ
M
C」
仮
’
疋
、
〕
た
場
台
、

小
結
γ

肝
心
耐
え
川
数
は
必
杭
L

川
に
ち
一
く
な
る

3

そ
L
て
こ
の
不
発
抑
と
な
っ
？
？
J

三
一
川
県
の
妨
げ
に
も
な
っ
て
い
る
〆
冶
怖
が
れ

に
お
い
て
も
｝
丈
川
氏
に
ん
】
エ
－
被
言
合
う
、
え
て
お
h

川、

こ
の
／
L
M
付
の
不
発
け
げ
に
さ
ω文
民
へ
の

r
w
Zい
か
寸
際
日
識
の
同
心
を
吹
担
し
、

C
C
M
の
六
人
抄
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
ご
あ
る

ほ
軍
司
マ

寸
ス
口
‘
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
忽
川
川
カ
立
山
町

軍
事
的
れ
社
叫
U
M
火
ひ
非
r

ヘ
道
ー
と
い
う

つ
の
知
商
ん
A

ム
甘
す
る
し
ク
ラ
ス
タ
折
ド
対
す
る
主
十
円
の
一
J
飾
は
一
械
で
は
仕
い
。
米
問
、

一
ン
ア
、
小
村
生
？
の
軍
事
五
回
は
ク
一
フ
ス
タ
l
揮
の
平
市
上
自
匂
川
性
を
重
安
川
悦
し
、

ク
ブ
ス
タ

I
弾
力
似
刑
の
八
一
間
決
止
を
日
析
す
オ

ス
口
つ
口
明
ス
に
は
即
日
担
当
初
か
ら
参
加
し
て
い
な
い

J

代
わ
り
じ

相
長
引
に
効
果
を
及
ぼ
f
T
4
と

:.PJ.ベ人iL、学！"" ( 日.Ch 〆.Zill.l. 5 I 
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が
あ
る
f

認
め
ら
れ
る
通
情
一
－
兵
器
の
中
、
岡
の
禁
↑
又
は
制
限
に
閲
す
る
条
内
（
以
下
、

特
｛
引
ノ
通
常
兵
谷
川
叩
用
禁
制
限
条
約
y

同町一一正一

の
枠
組
い
お
い
て
、
さ
リ
緩
や
L

か
な
税
制
引
を
い
口
お
し
て
析
た
な
ぶ
ま
で
の
い
件
以
父
渉
を
禄
ど
必
〕

と
り
わ
け
木
刈
は

ー
ノ
一
t

・
占
ノ
工
戸
、
〆
シ
「
一
て
の
ケ
ノ
ブ
ス
タ
l
刊
の
性
能
を
正
視
し
、

U
U
来
的
に
も
此
力
紛
与
に
お
け
る
使
M
m
h
r
一

立
直
し
て
い
る
。
問
、
乞
ば
、

。
。
川
干
の
り
糸
川
河
川
悼
ん
，
有
の
川
相
1
口主一は、

米
軍
内
有
認
店
計
一
に
お
け
る
ク
フ
ス
ャ
！
神
月
役
叫
に
つ
い

一L
以
十
の
上
、
つ
必
見
解
を
け
ら
カ
に
し
し
い
る
n

ク
ラ
ス
タ

l
u汗
出
有
の
パ
「
能
は
、
流
お
前
な
前
川
湯
川
司
涜
に
お
い
て
判
明
を
争
、
つ
灰

清川

uu川？υ
（
口
口
伶
，
出
口
2
－Z
4
町
内
M
m
w
h
J

ロロ小川ぬと

を
攻
撃
す
，
心
円
、
に
｛

l
一
た
、
用
途
訂
以
い
y
（
慌
を
指
山
押
す
い
絞
山
川
す
ふ
コ
ク
一
ブ
ス
タ

l
M
rパ

に
よ
て
速
成
え
れ
る
同
υf
寸
の
法
的
－
初
来
二
日
間
2
丘
町
め
己
主

よ
り
多
く
の
中
弾
…
叫
が
費
ヤ
戸
れ
な
げ
れ
ば
L

ノ
ホ
ら
な
い

を
汗
フ
だ
い
は
、

弘行部） 'i• 条約への桁与運用十11をJk苧人の江お主投

単
持
棋
の
み
に
使
矧
を
制
限
す
る
こ
レ
J

は
米
平
の
桜
花
を
詰

L
く
凶
害
す
る
，
っ
き
ミ
レ
、

功
仕
を
よ
り
小
川
悦
主
な
も
の
ト
し
、
叫
ら
↑
い
本
長
l
一
川
刈
オ
ノ
ッ
リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ
る
」
阿
川
林
の
児
断
は
、

刻
を
争
ソ
区
山
崎
ヨ
州
市
へ
の
攻
撃
の
凶

C
C
八
万
七
月
に
半

問
国
防
省
が
会
支
し
た
一
ウ
ノ
フ
ス
タ
ー
持
及
び
土
民
に
対
す
る
ヰ
J

凶
せ
さ
ゐ
古
に
院
す
る
国
防
と

で
も
雑
誌
3
れ
て
い
る

ま
だ
、
元
ネ
同
門
防
長
｛
い
い
の
口
川
i

ト
・
J
N

イ
ノ
は
一
ク
ブ
ス
タ
川
仰
の
出
比
辻
、
円
凶
〉
何
涼
同
の
E
ハ
ー
の
去
命
に
り
ス
ク
を
ー
さ
え

か
ね
な
い
こ
ク
ラ
ス
タ
？
聞
の
代
ぃ
f
v
R
誌
は
も
存
L
f
J
9
、
考
え
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
代
幹
兵
誌
は
、

げベ
μ

て
階
大
さ
せ
、
つ
る
い
一
説
川
川

J

、
ク
ラ
ス
h

v

J

門

H
F唯
A
i
p

二
の

R
Zで
あ
る
こ
と
を
指
摘
〕
て
い
る
。
そ
し
て
か
か
る
及
川
宍
を
川
正
士
山

ら
生
1

】
る
係
予
を
か
え
っ

け
ぬ
か
円
よ
う
に
、
火
平
は
約
半
十
校
紅
、
い
ん
ん
コ
一
、
！
大
裁
で
ク
ラ
ス
り

i
蝉
を
仙
l

－E
山
し
て
さ
七
。
そ
の
事
例
と
し
f

＼

ヲ

ι
ト
ー
ナ
ム
法
治

に
お
け
ふ
信
市

二
九
六
つ
年
代
｝
？
打
よ
い
つ

q代）

の
山
戸
攻
争
γ

い
お
け
る
使
崩

大
九
一

σょ

コ
ソ
円
ノ
ガ
札
前
争
い
お
け
る
ι悦
弔

（
九
九
九
刊
二

h

L
刊の

μ出
作
戦
に
お
け
る
使
吊

（
一
ノ
ァ
ガ
－
一
人
タ
ン
、

一一（
l

〉ハ
J

訂
1

1

i

ハノパ
U

二
〈
牛
）
、
そ
L
L
イ
ラ
ク
時
争
ト

／
〉
〈

J
＝
午
小
i

お
け
る
使
用

不
出
と
同
様
に
、

か
J

て
ほ
ク
ラ
ス
タ
1
弾
の
軍
事
的
ム
引
用
川
冗
舌
主
張
し
て
い
た
も
の
の
、

オ
ス
リ
ブ
口
セ
マ
ヘ
小
に
政
恭
を
一

jh
取人法羊JG3 (I c,7) C,7 [3Ul'L阜、
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｝

J
C
C
M
の
締
約
同
一
に
ミ
っ
た

E
y
yめ
る
三

U
J
p
b＼

会

、ト
ィ
ー
ノ

そ
し
て
カ
斗
ダ
片
ナ
の

N
A
T
O
品
川
y

い
っ
た
、

共
同
、

フ
）
フ
ン
ス
、

W
F

、
ヨ
ー
こ
サ
ハ
ィ
町
中
山
事
行
動
又
は
平
才
的
お
り
を
r
む
つ
こ
と
デ
あ
る
刈
が
、
れ
γ
L
制
虫
一
ー
す
る

U

l

t
、

μwv
、ヅ八
y
u

リ
ム
政
府
い
は
J
q
ス
口
明
一
F

円
七
ス

で戸、、
問

が
正
入
ー
し
始
動
す
る
直
市
ま
勺
、

ク
ラ
ス
ャ

i
呼
を
国
防
ト
立
要
な
rRMUζ
尚
北
え
ご
お
り
、
／
一
り
わ
け

I
ぶ
～
の
院
の
者
l
陸
を
ぬ
市

ク
一
マ
ス
h
y
i
山J
の
代
啓
一
久
出
は
十
j

p

仕
し
な
い
と
い
っ
兄
併
を
は
ら
ム
パ
’
に
し
て
い

川
献
で
汚
ぐ
際
に
有
効
で
、

ま
た
、
共
同
十
ブ
フ
ン

ス
は
実
戦
で
ア
ラ
ス
夕
刊
汗
L

三
校
川
し
た
経
験
が
あ
ハ
リ

J
A

ス
ロ
・
ブ
口
七
ス
い
は
阿
川
ぬ
当
初
か
ら
一
今
和
刷
会
し
一
し
い
た
も
の
の

と
同
憾
に
？
ラ
ス
タ

l
郊
の
ハ
十
川
会
止
に
は
民
正
な
す
場
？
示
し
て
い
た

f

日
開
山
ト
紛
討
を
行
、
つ
上
、
つ
に
、

C
C
M
い
m
i
R
h
凶
川
刊
条
一
唄

の
ι7入
を
杭
進
一
し
た
の
「
い
、
こ
れ
勺
の
い
い
家
守
あ
る
ま
た
、

j
1
ス
ド
ラ
リ
y
は
尖
川
勘
九
刑
の
ク
ラ
ス
タ
折
を
川
町
有
し
て
お
ム
ず
、

ド
担
サ
ロ
ド
使
相
1J
た
任
教
J

も
な
い
が
、
相
υ
J迂
崩
性
’
岳
民
の
導
入
を
主
張
し
た
川
の
一
つ

P
あ
る
な
お
、

寸
ス
口
・
プ
ロ
セ
ス
バ
ー
、

c
c

日
一
の
採
択
か
判
柿
約
一
円
と
の
相
与
注
射
性
に
与
え

一
同
士
国
」
ト
Y

一
政
す
ヰ
こ
と
に
す
ふ

d

条
約
に
相
可
遊
山
性
条
項
の
唱
え
ム
ゲ
挺
進
し
た
巨
を
、
本
稿
ご

は
使
H
上

i
！、

f
l
 オ
ス
ロ
プ
げ
て
ス
を
始
動

J

さ
せ
た
ノ
ル
門
ノ
亡
は
、

刃

A
T
り
の
メ
ン
八
！
で
ふ
い
り
過
去
に
ク
ラ
ス
ャ

i

脳
ybγ

保
々
し
と

い
た
も
の
の
、
ナ
ス
ロ
・
プ
ロ
セ
ス
で
は
相
可
運
E4
性
〆
岳
山
の
導
人
を
巡
っ
て
一
同
国
、
）
品
川

υ
L
、

工
品
L
1
7』つ

ク
ラ
ス
タ
7

J

刊
の
令
凶
判
4

ーを十十

川
市
一
一
時
山

ク
ラ
ス
タ
怖
い
渇
す
る
全
判
へ
の
初
日
rl
遂
市
件

h

法
改
の
～
占
有

J

人
辺
山

主再

凶
川
来
貴
子
及
び
恰
へ
の
川
内
的
利
事
占
八
年
九
詰
牛
の
懸
念

Ji{ 

ク
ラ
ス
タ
い
刊
の
佐
川
を
ん
十
川
拾
に
禁
止
す
る
条
約
の
決
択
を

H
m
J
9オ
ス
U

－
ブ
口
七
づ
へ
は
、

ぺ
〉
ひ
七
年
二
月
の
オ
λ
口
会
一
議

ご
交
4
H
H
が
向
い
炉
し
、
同
年
五
月
の
リ
マ
会
談
、
十
円
の
ム
リ
ノ

1
2〆
会
談
、
そ
し
E
二
八
げ
〔
て
ハ
ノ
ー

り
の
ウ
r
リ
ン
ト
ン
〆
五
議
を
む
て 4ぇ

p，；、：iL学／出 I S8; SS〆.Zilt:l.5 



取
終
的
に
同

1
立
H
べ
の
タ
プ
日
ン
ム
需
品
灯
、
一

。
七
カ
到
の
政

bm代
表
の
一
円
4
2
を
刊
怖
い
と
仁
、
し
立
が
採
川
択
さ
札

フ
ム
〈

n
・J
ノ

U
1
J
↓
ス
で

は
、
ク
ラ
ス
タ
け
げ
に
さ

P
Kお
レ
ハ
の
践
劫
に
日
制
LF
る
塀
花
や
、
今
一
ソ
ス
タ
閉
め
｛
バ
誌
に
つ
い
て
多
加
司
町
一
意
見
が

〕
た
が
、
ぞ
れ
γι
り
の
ハ
苧
占
’
と
、
立
2

U

七
の
が
、

C
C
M
非
締
約
川
叫
一
ャ
と
の
柏
町
運
用
性
を
い
か
に
二
、
佐
保
す
る

ムマレい、つ刊刈いい古布、中山川つれ、

オ｝ヘ
U
e
プ
ロ
セ
ス
〕
品
位
銭
的
に
川
名
は
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の

同

国

umγ

非
桁
約
内
t
L
の
同
J

丘
ht川
件
へ
の
影
響
を
懸

念
し
た
守
口
県
に
は
米
村
し
の
と
い
2

ルーいがあ
J
J

た
、
す
な
わ
ち
、
リ
マ
会
ぷ
じ
長
不
さ
れ
た
C
C
M

条

lf{ 

締
約
一
刊
の

般
的
み
務
ー
と
じ
て

一
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
稀
約

h
に
対
し
し
い
μ
Hさ
れ
て
い
る
活
動
を
り
つ
こ
と
に
つ
台
、

い
ず
れ
か
の
両
に
引
け
じ
て

弘行部） 'i• 条約への桁与運用十11をJk苧人の江お主投

刊
庶
酌
し
、
奨
励
し
、

又
は
勧
認
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
し
r
か
ら
、
し
C
M
い
参
加
し
な
い
い
米
同
レ
の
樹
立
込
用
性
い
悪
犯
間
容
を
与

え
か
竹
村
な
い
k
懸
念
し
た
の
ポ
あ
る

こ
の
燃
念
は
リ
マ
以
降
の
会
議

slLM士
同
に
よ
二
、
徹
り
亙
表
明
さ
れ
、
ウ
二
り
／
人
ン
会
議
で
は
阿
l
凶
の
う
ち
リ
本
を
除
く

十
ム
刀

H
が
、
連
名
で
材
条
約
の
非
締
約
凶
と
の
相
打
立
法
尽
位
に
院
す
る
コ
ノ
f
ス
ケ
ノ
ン
一
ン
・
ペ
バ
ふ
禄
山
！
〕

阿
ベ
ャ
ー

パ
ャ
ご
は
、
近
い
将
り
八
に
判
条
約
に
名
川
し
な
し
問
刊
が
多
数
あ
り
、

そ
し
f

－
不
香
川
国
LP
合
法
的
に
ク
ラ
ス
タ

7
J
H
の
涜
憎
の
ー
パ
佳
幸
一

継
枕
す
る
こ
ど
が
［
L

込
ま
れ
る
こ
と

明
川
力
向
日
叩
の
維
持
L

ヨ
際
の
げ
十
和
ど
安

全
の
刊
万
世
を
い
い
い
的
ノ
ヱ
ヲ
る
活
款
を
今
台
、
ハ
争
制
J

円
刊
に
ょ
ぬ
れ
お
へ
の
ナ
タ
む
に
豆
大
な
障
害
を
も
わ
ら
す
と
い
ワ
危
慌
が
一
小
さ
れ
た
〉

し
た
と
で
、

C
じ
M
吉
案
第
一
条

月
九
体
的
に
、

L
C
M
締
約
川
川
の
要
貝
が
、
以
て
の
い
い
陪
な
行
為
を
行
、
勺
陽
台
い
町
じ
よ
正
出
品
川
ー
の
機
能
に
影
響
を

7
え
る
し
い
う
「
犯

捻
体
抗
に
お
い
て

マ
ニ
ハ
宗
一
二
さ
Z
Y
M
2
5
5
1
、
当
地
川
約
四
の
市
店
員
に
組
込
ま
れ
ん
中
間
に
（
〈
三
一
ハ
V
2与
え
（
一
完
了
三
二
二
一
O
』
出

E
A〔

P

一v
p
Z
叱
言
E
2
5
2
、
司
令
部
長
巾
与
を
E
t
2
、
ミ
ノ
ぐ
／
一
ョ
ン
え
は
ね
の
山
山
川
活
動
仁
川
L
P
7
る
」
、
一

の
七
め
の
も
の
を

八
円
む
、
一
ど
長
杭
均
支
持
r人
4h
値
一
夫
射
撃
支
援
を
主
総
y
わ
匡
山
γ人
民
か
り
求
め
る
」
、
「
目
加
に
い
間
7
7
Q

ノ
ン
ァ
り
シ
工
、
／
ス
を
非
論
約
阿
い

取人法羊JG3 (I日 J0'l [3Ul'L阜、
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の
人
員
に
～
店
、
え
る

「牛純一…引い
J
Hの
半
隊

｛
燃
料
補
給
、

リ

V
K均
十
川

7
制、

ノマ
ν

て
池
の
支
援
｝

を
み
締
約
同
に
提
供
す
る
、

一川、

と
結
〈
川
訓
仙
川
演
習
を
行
う

ま
た
、
一
ア
ノ
ス
カ
ッ
シ
ョ
、
〆
・
ペ
ヲ
パ
ー
い
は
明
記
さ
れ
な
か
一
ノ
た
も
の
の
、

軍
事
的
協
力
に
げ
出
品
開

で戸、、
問

一穏と
J

て
、
税
約
内
領
域
内
に
氷
山
阜
県
隔
が
凶
明
ー
一

47Q均
台
、
本
中
に
よ
る
ク
一
ア
ス
タ
ー
弾
の

こ
こ
が
、
長
約
の

般人

ι説
作
所
に
違
反
し
、

い
川
！
立
返
市
汗
に
影
響
を
ド
ハ
ブ
え
る
レ
い

ス
ロ
・
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
羽
、
h
か
じ
d

」れ

庁
内
山
中
止
の
と
お
り
、
米
間
が
八
六
一
軒
ず
ク
ラ
ス
タ
神
本
使
川
し
、

そ
し
て
汚
ボ
い
お
い
て
も
枝
川
を
緋
続
一
一
9

る
と
い
、
つ
こ
と
を
政
策
C

け
確
に
し
て
い
る
幻
ャ
一
、
米
包
と
た
川
軍
事
ノ
什
勤
又
は
甲
山

ff的
協
hd
を
行
、
っ
日
刊
は
、

C
C
M
の
般
的
義
品
切
に
抗
収
支
れ
る
と
は
い
え
、

本
匡
と
の
山
花
一
勾
置
制
叶
に
一
悪
影
科
在

7
xて
は
な
ら
な
い
と
い
う
批
后
が
あ

J

し
か
し
、
共
同
軍
半
h
動
社
ザ
半
手
酌
協
？
刀
じ
桔

ねム逗
m
M
N
J
K
一
評
判
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

項

V
L締
約
巨
仁
会
止

3
れ
る
／
れ
為
を
わ
う
た
場
A

、

仮
に
米
川
い
が
し
C
M弟

とι
ペ、

ぞ
れ
を

綬
則
し
た
と
し
て
締
約
百
円

じ
る
川
能
川
刊
が
さ
え
ら
一
引
亡
命
コ

こ
の
上
、
、
な
同
家
責
任
充
生
の
リ
ス
ク
と
い
う
懸
念
に
対
こ
＼

C
C
M第
昇
、
以
川
と
M
い
の
規
ト
己
手
一
有
す
る
対
人
地
常
利
川

ι

条
約
b

泣
す
す
心
卜
ご
は
、
相
主
河
川
け
佐
い
い
川
、
す
る
陪
市
首
は
縫
訟
で
斗
さ
な
か
っ
た
と
一
以
す
る
M
け
も
あ
っ

か’
1

主
い
と
ば
の
一
民

？
人
を
防
ぐ
1
的
C
中
、
田
一
さ
れ
、

ク
ラ
ス
々

J

但
は

そ
の
起
爆
を
J

段
2
7ド
に
頼
る
い
う
ヌ
動
的
な
竹
質
を
宇
一
つ

度
不
の

I
設
に
1
J
C
持
動
的
に
町
い
ん
わ
る
｝
そ
し
亡
、
子
則

J

え
る
叫
い
均
面
白
γ
戦
時
仁
お
い
て
様
ヤ
な
方
法
で
伎
町
が
惣
疋
さ
れ
る

た
の
、
そ
の
法
的
帰
結
が
分
地
り
に
く
い
と
い
へ
問
題
を
抱
え
し
い

ー
す
主
わ
ち
、

締
約
川
崎
J
F似
合
的
に
非
締
約
国
を
援
劫
｝
午
、
し

ま
う
川
イ
恥
吐
い
が
あ
N
、
出
家
責
任
が
生
じ
る
l

ス
ク
が
対
八
地
出
し
比
較
し
ご
l
d

い
川
市
凶
く
な
る
と
州
土
問
は
懸
乏
し
た
乃
で
あ
る
。

円
九
じ
罰
却
を
設
け

却
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
争
症
も
噌
加
し
ラ
る
こ
と
が
相
ー
ん
さ
れ
る
に
そ

L
亡、

V

ご」円〔い、

条
約
の
向
山
一
昨
ん
施
…
一
世
可
t
ー
し
て
、

C
C
Mお
宍
条
t
L
の
司
法
亡
、
何
回
ー
止
に
刑
罰
を

か
か
る
什
ス
ク
の
仰
い
か
は
多
恨
な
解
釈
2
u
J
Y
玄山一

［、

C
C
M
A第
l
九
条
で
禁
け
さ
れ
る
ω回
以
に
該
当
づ
る
恐
れ
が
め
る
二
と
カ

ι、
肝
釈
一
戸
一
は
以
刻
ヘ
地
古
禁
H
条
約
の
時
め
よ
う
に
、

'..Pi.ベ人iL、学） "" ( 削.6υ 〆.Zill.l. 5 .I 



河

川
瓦
週
間
杜
い
を
権
保
す
る
と
の
の
ん
が
決
誌
と
之
、
は
出
同
時
仁
科
れ
な
い
可
法
判
い
も
お
倶
さ
れ
三
c

つ
宇
品
円
、

同

凶

ぺ

J
W
小
田
と
一
什
相
方
連

町
ル
糾
れ
や
確
保
す
る
卜
で
、

ヨ
家
責
任
託
、
υ
個
人
の
刑
弔
民
一
作
発
去
の
1

ス
ケ
会
一
』
避
す
る
た
め
に
は
、
従

F
A

引
と
は
単
な
る
拾
置
を
品
ず

フ
匂
F

仏
琴
、
川
れ
が
あ
る
こ
認
識
し
た
こ
と
が
、

C
C
M
へ
の
析
h
逼
山
性
条
項
の
導
入
手
推
進
す
る
お
機
い
な
っ
た
の
で
あ
る
こ

ま
た
、
本
州
カ
ィ
、
ス
円
・
）
／
U
七
ス
T
b
如
何
仁
対
し
て
、
ム
阿
川
出
の
公
全
保
防
J

4

附
に
影
鵠
を
与
え
な
い
工
、
つ
仁
条
約
交
泌
を
v
h

め
ゐ

い

に
よ
っ
て
暴
医
さ
れ
や
J

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
巳
航
、
ズ
は
、
一
乾
い
い

ょ
う
汗
力
を
か
け
た
こ
と
が
つ
ィ
キ
リ
l
ク
ス

（

A44JrHλ
戸

m
h
T
エ）

川
中
川
掛
川
県
に
よ
F
O
と、

ダ
ブ
リ
J
J

会
主
開
始
直
削
の
つ
へ

i

）
八
寺
川
討
に
、
在
日
米
平
当
局
者
は
外
お
古
及
、
ひ
必
衛
符
当
局
枠
と
の
協
一
議

の
J

引て

;f三

平
II 

本
に

／、

タ

絡
ん
帆
で
き
な
ノ
な
れ
ば
、
士
引
率
的
際
、
米
不
戦
凹
問
機
な
け
本
に
持
っ
て
中
ら

弘行部） 'i• 条約への桁与運用十11をJk苧人の江お主投

れ
な
し
」
と
具
体
的
な
作
戦
の
間
足
を
い
懸
念
し
た
と
い
、
）
、
ノ
て
L
て
こ
の
よ
う
な
米
凶
の
だ
せ
ん
よ
に
対
し
て
、

日
本
側
は
、
打
一
け
は
米
軍

の
活
動
に
影
響
さ
せ
な
い
た
止
の
交
↑
作
を
米
一
同
紙

Cプ

れ

γ
ブ
リ
F

ン
八
一
品
司
副
の
二

川
市
川
に
は
、

υ
4外
治
省

三
士
つ
一
正
、

：j
A

l

ぜ
】
1
1

－
h

郊
が
本
側
に
河
本
の
国
会
議
戸
、
に
出
会
す
る
涼
は
、
ク
ラ
ス
タ

札
ば
本
国
は
I
K
保
条
rサ
ト
の
義
務
を
よ
じ
よ
く
京
た

v
」
！
と
依
頼
λ
／
と
も
転
こ
ら
れ
て
お
り
、

問
題
と
な
じ
う
る
本
一
自
に
よ
る
ク
ラ

ヴ
一
る
、
！
と
強
調
♂
て
ほ

C
C
M
の一

ス
タ

J

押
の
山
川
右
夕
、

ヨ
ぺ
点
政
院
内
ム
が
い
佼
押
L
し
た
か
の
主
う
な
発
一
什
J

b

h

叶
訳
さ
れ
た

ー
ノ
キ
）
｝
ク
ヮ
へ
の
い
明
日
剰
の
烹
偽
い
J

い
て
は
司
細
な
JMハ
討
が
必
m
変
で
あ
る
ー
こ
い
つ
こ
と
は
一
百
へ
ま
で
も
な
い

ド
ョ
ヮ
l
h
J
f
J
4
I
E
司ハ
J

‘
一
、
」
え
宇
フ
h
J
1

ヘ

－

E
6
l
f
p
J
I
し
い
こ
に
r
G
（

｛

？

f

J
じ

t
j
l句
ノ

／
八
ヨ
イ
J

オ
ス

け
・
／
口
七
ス
に
参
な
し
と
問
う
ど
情
別
に
ル
片
山
附
与
し
た
こ
と
は
刷
ら
か

さ
な
影
現
い
Jγ
え
ご
ス
、

ur日
立
宮
尾
市
刊
条
項
し
有
人
の
一
伺
に
な
っ
た
と
い
yhv
二
八
九
れ
る

ur庁
別

一
条
の
い
ち
人
六
人
引
か

第
ー
羽

街
灯
ぃ
担
制
川
に
間
一
3
4
Q
独
立
し
た
条
項
の
導
入
仏
、

オ
ス
口
・
ブ
ロ
Lr一
ス
向
析
一
半
「
ね
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
た
わ
け
ご
は
な
ノ
、

取人法羊JG3 (I日I）引［3Ul'L阜、
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川
公
平
山
米
治

の
え
（
一
日
の
修
正
も
A
4
］
め
之
、
深
々
主
前
決
ト
ハ

d

法
が
模
索
さ
れ
て
い

tu守
へ
の

に
悶
始
仁
、
司

タζ
ユ庁、

人
へ
の
同
店
刊
力
が
次
第
に
拡
λ
ー
に
の
は
ダ
ブ
1
F
L
会
一
酷
で
あ
る
一
、

4
会
誌
で
は
、

方
ス
口
‘

7
口
仕
ス
－
L
お
け
る
各
二
μ

引

っ
と
へ
怯
つ

で戸、、
問

、
ぃ
ー
に
山
市

ふらt、

－4
刊
の
問
題
ド
つ
い

hγ
こ
が
予
測
ろ
れ
た
た
め
、
主
体
会
一
孔
（
門
町
、
E
2
5
2
C
7
u
n
v
d
h
T
F
v

と
校
訂
し
て
、
非
公
式
協
訟
（
】
ニ
デ
コ
ロ
ミ
一

5
5己
E
さ
ま
）

b
一

大
使
が
h
リ
ム
円
さ
れ
た
ハ

C
集
小
仙
刊
に
議
必
ム
T
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
ぞ
の
司
丞
役
と
し
ぐ
ス
イ
ス

の
シ
ー
一
プ
ナ
l

ム
民
主
慌
の

シ
J

ラ
ナ
！
大
伎
は
各
政
的
代
衣
回
し
I

一
番
ぷ
を
問
問
I

泊
し
た
が
、

ま
ず
は
出
Hτ
勺
官
一
別
仕
仁
対
す
る
判
）
与
の
懸
念

ハ
H
幻
薄
、

を
wmν
川
ず
る
h

め
の
人
再
キ
」
中
川
J1
し
、
寸
れ
を
十
台
と
し
し
交
か
を
込
め
る
と
い
う
計
耐
の
も
と
、

l
iり
わ
け
j

l
ス
k

フ
リ
ア
、
カ

ダ

日
本
、
そ
し
て
英
臣
の
半
法
律
相
柄
、
目
E
Z弓

レ
一
の
協
議
に
イ
叩
出
を
泣
い

そ
の
村
岡
本
、
川
方

条
を
修
一
U
T

る
の
守
は
か
れ
ノ
＼

に
？

J

こ

f
z
t
i
 こ
の
条
約
の
補
M
g
h
J
R
と
締
約
百
で
は
な

ν
一
円
と
の
関
係
」
l
y

い
う
、
相
可
運
用
性
に
問
ず
る
独
l

げ
し
た

司
に
日
対
比
さ
れ
た

ル
ホ
穴
デ
酬
を
長
約
に
盛
り
込
む
こ
と
が
合
同
、
さ
れ
、
そ
の
玄
か

。
一
円
一
人
件

n
日

こ
こ
で
、

オ
ス
口
プ
ロ
セ
ス
に
お
げ
る

X
G
O
の
役
判
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
く

t
ス
ロ
プ
ロ

k
ス
が
始
動
、
二
ぞ
し
と

出一

タ
ブ
い
ン
会
ぷ
に
プ
サ
プ
ザ
パ

1
7
二
一
、
参
叫

L
た
、
ヶ
ブ
ス
夕
、
弾
の
い
悦
乞
幸
一

河
北
i
h
u
c

に
ム
十
つ
P

／
の
は
、

懸
念
す
る

N
G
O
か
ら
構
佼
さ
れ
る
「
ク
ラ
ス
タ
方
阿
川
沖
合
〔
己
主
主
玄
互
J
Eご
以
つ
乙
5
2
7
C
M

rw一

一
か
ん
さ
く
、
そ
の
羽
績
は
ポ

2
vえ
な
い
り
ろ
へ
〆
か
ス
ダ
ブ
ワ
ン
人
以
一
読
ド
ド
お
け
る
交
泌
の
宇
た
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
川
門
家
で
あ
っ

の
尽
力
に
↓
ヨ
る
と
F
Jリ

pー
し

フ4

プ
ザ
l
パ

と

い

う
f
i
場

れ
た
い
過
ぎ
な
い

C
M
C
が
、
条
約
の
個
々
幻
想
定
の
川
口
、
体
的
な
司
容
に
ま
で
、

ど
の
紅
皮
F
W
警
を
改
ほ
す
こ
と
が
じ
き
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い

と
り
わ
け
ド
て
逗
川
河
条
羽
の
内
従
に
日
明

L
て
は
、

じ
M
、
し
は
そ

の
導
人
が
拒
J

行
の
凶
hr引
を
棋
士
吉
つ
h
の
と
1J
ご
当
初
か
ら
一
宵
、
し
て
反
日
刈
の
安
勢
宇
一
川
1
て
い
た
も
の
の
、
非
公
式
協
議
の

、ω

の
問
題
ー
も
樫
ま
っ
て
、

C
M
C
の百幹部
λ

刀
は
限
定
的
マ
あ
ハ
ι
ド
ー
と
寺
、
え
ら
れ
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合
計
川
原
か
ら
構
成
さ
れ
る
聞
い
グ
土
阿
佐
条
変
革
の
反
比
ぴ
二
4
一
引
い
は
、
非
締
約
国
が

C
C
Mを
批
許
す
る
よ
う
奨
励

J

、
そ
し
て

C
C
M
が
定
め
る
鋭
範
を
m
t
J
Jせ
す
る
こ
と
を
給
約
寸
仁
義
務
ハ
ウ
け
る
も
の
で
、
判
JA
市
町
村
の
ロ
い
的
を
昨
日
泌
す
る
川
将
ど
な
パ
ご
い
る
バ
地

方、

州
立
吋
は
、
司
十
日
の
主
張
を
反
映
し
た
も
の
で

C
C
M
の
訓
締
約
国
と
の
共
川
市
事
行
致
及
び
市

F
的
協
々
に
お
い

亡
、
約
約
M
川
に
ふ
司
話
さ
れ
る
行
出

v

と
吹

H
さ
れ
る
わ
為
の
境
を
け
位
化
す
る
h
J円
に
u布
八
r

」れ

司
は
付
言
明
、
川
知

丸
木
の
規
fpt

炉
一
ミ
ミ
コ

p
r

ト

G
竹
N
A
M
不
レ
コ
マ

投
ひ
閉
山
際

F
h刊
、
じ
州
市
に
安
へ
土
川
町
粧
持
の
た
め
に

川
円
際
法
仁
一
辺
い

と
述
、
ヘ

刊
以
十
の
叫
ブ
パ
－
y
グ
一
プ
一
ノ
で
一
双
正
さ

れ
る
行
ハ
Y
Z
4
淫
す
る
り
庁
／
パ
↑
ブ
ザ
二
一
二
，
n
d

は
、
タ
ア
く
の

E
が
什
H
村
議
域
内
ト
、

ク
ブ
ス
タ

I
弾
を
出
叫
す
る
米
半
草
地
ゼ
州
、
え
て

L
と
事
情
に
配
慮

L

一
第
条
に
規
｛
ど
す
る
rM
動
に
従
事
す
る
非
嫡
川
町
内
以
を
按
公
ヨ
る
」
ー
と
州
m
Jん
す
る
に
そ
し
て
0
4
h

が
雨
一

k
f

弘行部） 'i• 条約への桁与運用十11をJk苧人の江お主投

に
沼
ρ
ん
す
る
♂
品
川
判
仁
抗
争
L
9
る
作
締
約
川
の
平
悦
，
と
の
ハ
刊
で
口
う
わ
れ
ス
ロ
ィ
市
劫
の
計
画
え
は
引
所
行
、

演
m
m
H
J人
は
他
の
半
で
寸
前
日
円
札
び
関
山
一

す
之
後
力
支
M
M
市
助
に
参
加
す
る
」

l

叶
～
乏
し
、

事
尖
上

作
締
約
一
同
に
よ
る
タ
フ
ス
タ

i
時
使
出
の
実
行
へ
の
隠
し
ー
を
締
約
同
に
山
一
日

明

P
Tる
も
の
で
あ

こ
こ
で
重
却
な
の
は
、
内
初
出
は
、
以
南
北
山
、
的
に
採
択
え
れ
た
内
容
と
は
民
な
り
、
非
締
約
J
M
け
と
の
共

F
Zい
つ
4

行
間

ft
び
返
事
的
協

締
約
刊
に
一
前
行
さ
れ
る
行
為
を
よ
り
只
体
的
に
列
や
し
て
ド
た
と
い
っ
こ
／
で
あ
る
）

F
んA
e

＼
川
一
同
（
は
ー
し
か
し
な
い
か
り
、

J

干
－
コ
、
4

j

↑、

y
i
L
A
L
て

＝
今
の
札
公
バ
は
、
待
約
寸
に
対
し
、
ぬ
こ
ん
た
で
定
義
さ
れ
る
ク
ラ
ス
タ
弾
を

U
己
伎
町
す
る
～
と
を
認
め
ふ
も
の
で
は
な
い
と
規
’
疋

J
、

ト

守

M

H
川
d
j叫
i

一一

1

え

守

l
r
l

去
の
川
一
利
を
み
）
て
い
る
。

条
一
司
一
茶
阿
の
一
司
及
び

MT
は
守
ハ
荷
な
く
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ご
受
け
入
れ
ら
れ
、
制
終
的
に
採
択
さ
れ
る
こ
と
い
な
，

t引
二

条

の

一
羽
及
び

担
と
し
て
ほ
ぼ
そ
の
王
ま
の
杉
？
成
古
し
た
り
し
か
し
一
現
に
つ
い
て
は
、
非
桁
約
M
門
の
官
公
を
接
受
す
ぎ
〕
ど
に

k
つ

る
直
も
古
也
し
、
条
一
引
の
山
首
f
入
叶
抽
出
派
レ
f
一
の
溝
は
埋
ま
、
り

亡
、
主
υ刊
の

段
目
義
務
を
一
尚
一
税
」

3
せ
、
一
抜
穴
一
ト
な
る
と

な
か
っ
七
c
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そ
の
佼
、
台
日
時
的
尚
一
迎
ド
ロ
以
終
リ
の
九
月

二
円
の
ふ
体
委
託
会
で
、
シ
コ
ラ
サ
大
笥
に
よ
っ
、
修
ー
汁
さ
れ

L
」
1
レ
し
、

ク
ラ
ス
タ

l
併

の

開

発

1

1

民
、

的引い
F
J
h

「
街
地
を
吟
不
的
ト
安
前
オ
七
二
と
一
が
新
h
J

ト
追
い
引
き

二
一
刻
及
び
洲
一
羽
に
つ
け
て
は
出
ん
な
る
協
ぷ
が
必
民
と
さ
れ

別九州学ぇ日

れ
、
二
一
辺

a
及
び

h
に
は

新
r

じ
「
特
記
の
寸
前
動
に
お
け
る
ご
へ
リ
条
約
の
訓
符
約
ヨ
仁
一
か
る
潜
在
的
九
九
佐
町
が

こ
い
う
条
件
が
込
征
ろ
れ
た

J

締
約
斗
の
実
効
的

で戸、、
問

.2-
自己

に
あ
る
似
り

の
ク
ラ
ス
々

l
J河
内
情
町

一九
J

h
一
な
い
摂
り
凶
門
家
責
什
「
に
河
わ
れ
な
い
と
い
う
効
果
争
一
台
矧
に
山
仰
人
さ
れ
た
も
の
ぐ
あ
る
ο

川
攻
C
は、

に
関
わ

れ
は

締
約
川
出
ド
υ
な
止
え
れ
る
け
為

修
正
の
山
門
存
に
う
い
て
谷
包
の
合
意
が
何
ら
れ
ず
、

国
返
二
ハ
日
午
前
中
の
～
休
会
ぷ
で
は
、
シ
ユ
ヲ
ナ
！
大
使
に
よ
っ
て
－
円
び
略
目
さ

た
η

｝
プ
テ
シ
ア
メ
り

h
岳
民
の
訂
仰
や
ア
フ
リ
カ
代
去
の
ザ
〆
ピ
ア
は
川
崎
明
互
認
則
性
条
項
の
時
三
日
に
雑
仏
］
や
一
－
小

L
う
つ
も
、
こ
れ
が
交
が
に
お
け
ゐ
安
協
の

宇、令市
1

い
な
り
う
る
と
4
7
7
え
た
ゥ

し
か
し
、
条
市
川
の
導
人
反
対
派
の
み
な
ら

F
、
同
十
巨
の

部
か
ム
も
一
呪
及
び
山
改
の
文

μ
の
不
市
中

時
怜
い
に
対
寸

～
た
め
、
引
続
き
弁
公
式
協
議
を
通
じ
て
調
杭
さ
札
ソ
ゼ
）
t

／
↓
に
な
～

そ
う
午
、
去
、
ら
に
条
京
支
が
修
一
山
吉
れ
た
仏
束
、

一
足
ば
日
八
同
日
早
事
行
動
及
ひ
－
h
r十
4
4
川
協
力
に
お
い
て
締
約
国
仁
王
存
さ
れ
る
具
体
的

3
3
リ〉
7
h
f
、

J

ノ
ど
U
一
グ
ハ
寸
犬
A
U
W巾
T

t

ー
入
一
円
が
筒
品
化
さ
れ
る
こ
こ
に
な
っ
だ

こ
れ
に
釘
し
て
す
二
日
の
明
法
相
μ
を
求
め
て
き
た
英
国
や
カ
斗
ダ
は
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潤
1
4
に
は
「
計
ら
一
今
一
ソ
ス
タ
聞
の
「
町
蔵
」
と
移
一
戒
を
ノ
む
つ
｝

I
r
v
p
、
新
た
に

げ
ん
の
バ
ー
ド
ザ
、
す
よ
ろ
に

i
長
しRい

禁
汁
行
九
と
し
て
迫
な
与
れ
た
つ
い
ザ
二

J

］
じ
千
市
中
の
非
公
入
協
議
を
断
ま
え
て
徽
修

d
が
い
山
、
え
ら
れ
た
条
況
指
は
井
川
川
べ
か
ら
慨
ね

賛
同
を
得
て
、

M
円
円
午
後
力
ん
十
件
荒
ノ
ヘ
門
門
会
て
詑
ボ
さ
れ

で
し
て
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で

v日,y 

八
口
い
の
九
体
人
女
目
会
で
議
長
立
心
日

（ア
h
v
i
丈一

2
5
3苦闘）
t
L
し

最
終
的
に
第

条
ー
と
し
て
条
約
ト
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
れ

第

羽
J

べ
の

す
な
わ
ち
、

μ村

の
日
釈
と
い
い
が
ρ

責
任
の
問
題

主
の
等
人
の
き
っ
か
げ
と
な
っ
た

C
C
M第
一
条

ι＂＇ μ〈

E占

日
一
刻
し
て
い
深
法
」
上
禁
け
さ
れ
て
い
る
行
為
を
他
戸
が
行
、
つ
場
ん
に
い
、
占
「
九
凶
行
ね
に
、
ノ
い
て
い
か
な
る
関
l
J
が
許
穴
さ
れ
る
の
か
J
い



う
間
短
は
、

C
C
M
に
特
異
の
間
一
一
で
は
な
く
、
同
際
立
の
あ
ら
ゆ
る
ん
リ
貯
に
も
同
様
仁
μ
一
じ
み
る
一
般
的
問
題
で
あ
る
c

こ
の
旬
、
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河
ト
つ
の
民
佼
に
コ
い
と
則
z
え
で
既
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ず
る
、
と
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第
一
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一
）
国
ぷ
定
若
干
対
人
池
田
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出
止
条
約
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喜
一
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締
約
川
円
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倍
弁
連
山
門
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維
深
ぷ
し
み

r
、
小
J

品、

存
続
利
刈
は
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国
が
糸
約
五
務
に
違
反

L
な
い
う
と
川
町
出
帆
す
る
限
度
に
お
い
と
、

H
K
伺
半
ボ

fJ持
及
び
市
事
的
協
り
に
お
い
て
、

ー
締
約
回
に
引
誌
の
ム
り
れ
る

C
C
M
の
交
渉
7
ノ
ロ
セ
ス
は
、
武
h
は
目
下
条
約
の
料
利
回
と
非
締
約
出
川
山
の

FJ; 

の
範
世
間
山
起
を
改
め
て
よ
げ
さ
彫
h
に
し
た
。

こ
レ
は
小
ん
に
体
ヴ
副
会
rド
っ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

亡
、
川
町

i
R刷
吐
条
頃
た
る
市

北
京
を
嘩
人
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
力
紛
争
条
約
？
一
初
め
て
千
内
政
界
を
司
王
む
設
定
し
ょ
、
っ
と

フ
へ
ー
な
い
’
J
J
L
L
こ
へ
ノ
♂
じ
ち
ゃ
f
v
c

L
4
j
L
J
プ

f
tオ
7
1
v
J
J

［
付
札
口
木
材
は
、
ド
利
。
字
情
保
貼
研
究
↓
川
「
ロ
ポ
パ
！
？

F
1
シ
ブ
・
プ
ヨ
グ
一
プ
ム
一
／
つ
り
年
つ
午
＼

げ
一
件
て
あ
る
十
小
川
の
執
学
に
h
k
f
り
、
川
ブ
ロ
プ
弓
ム
の
す
f

，
レ
ク
タ
笠
び
究
ゲ
フ
U
W／
一
マ
ム
炉
／
「
刊
の
先
ル
仕
方
ず
り
イ
誌
な
【
〆
ン
ト

を
は
問
っ
た
ま
た
、
九
州

h

同
気
比
ぴ
外
治
ZCι
一
係
U

口
い
は
イ
ン
タ
ノ
ュ
に
ご
協
白
鴎
号
、
口
同
な
情
持
f
d
jソ
7

こ
の
鳴
を
倍
て
、
む
よ

り
制
札
を
向
i

I

J

l

げ
る

の
州
党

4
Rの

（

1

4
一
間
で
一
共
山
い
い
14
事
ノ
し
動
」
と
い
ろ
場
合
は
、

N
A
T
O
ヘ
必
人
山
川
条
約
純
情
＼
ャ
、
同
小
一
久
九
州
情

ρ一
事
去
の
勧
日
又
は
同
利
権
基

づ
1

ご
炭
関
さ
れ
る
多
円
九
布
市
め
よ
、

1
1
徒
数
回
の
軍
隊
、
だ
ら
清
成
さ
れ
る
部
法
h
J

式
力
紛
争
ゎ
＋
和
維
わ
い
日
勤
ぷ
1

て
み
り
行
為

F
与
え

E
》
古
ゴ
ペ
一
一
生
一
行
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〉
九
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｛
下
能
い
を
お
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の
1〆
一
す
る
コ
一
二
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C
1
d
小
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合
協
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う
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行
門
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約
に
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あ
る
寺
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当
時
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河
の

mw凶
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性
習
し
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い
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が
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も
の
と
す
ふ
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7
f
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与
山
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と
い
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ば
多
拭
的
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ら
れ
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に
、
戦
術
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作
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山
出
報
通
信
な
炉
心
ノ
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ー
一
、
又
は
註
伯
、
後

方
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茂
、
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品
目
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業
の
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桂
摂
結
ち
の
ハ
ー
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巨
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し
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同
席
日
目
7
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し
「
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開
心
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山
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つ
こ
と
l
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円
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閉
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さ
れ
る
西
原
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h
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H
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男
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日
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ち
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こ
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ム
パ
一
九
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C
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－
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］
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一
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一
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、
守
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同
凶
w
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M｛
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2
h
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』
へ
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口
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υ
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昨
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F
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F
M
h
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C
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ヘ
リ
一
杭
一
日
三
川
何
会
事
或
此
経
昨
・
向
島
提
示
泣
い
ん
司
会
一
読
涼
品
川
ハ
ロ
（
y

成

C
’
寸
九
け
三
～
〉
口
一
頁
（
川
部
活
帝
政
刷
会
ロ
ピ
の
せ
門
町
）

以
卜
叶
様
に
、
本
楕
で
引
用
す
る
玉
ム
パ
公
立
川
町
は
、

1
Z
え
会
誌
尚
一
検
弁
ン
ス
テ
ム

7
3＼＼
F
T
F
E
K）］ぬ三方＼
J
で
4
J字
三
人
ο

な
お
、

宮
閃
揖
止
び
芸
ム
究
者
の
円
吉
い
は
巾
時
の
も
の
で
あ
る
し

（
川
山
一
郎
一
川
こ
い
い
同
会
参
議
院
外
、
人
e

防
削
去
町
会
会
法
制
吋
対
抗
ハ
ヲ
「
干
友
心
年
九
月
一
九
口
一
凶
員
、
小
湖
上
忠
松
原
ヘ
刊
の
等
弁
、

J

（
引
斗
」
日
荒
川
出
的
協
定
角
川
ハ
々
火
山
、
立
川
股
巳
京
法
！
日
市
町
と
し
ー
＼
円
ぷ
凶
法
乍
迅
一
義
治
が
久
苧
川
一
却
さ
れ
と
し
ふ
と
し
）
田
柄
一
つ

い
と
、
手
同
法
沖
司
ζ

地
仕
協
定
一
へ
は
伴
同
町
戸
第
六
人
岳
山
一
川
町
｛
、
一
仙
川
仙
川
口
）
＝
↓
七
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ふ」人
p
m
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ナ
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札
ノ
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・
防
笹
川
委
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、
計
担
斗
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－
、
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ヘ
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協
和
恋
以
市
委
U
R

訂
以
軒
、
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。
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ヘ
訂
な
お
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バ
人
机
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で
庁
長
約
の
紺
約
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の
う
ち
二
力
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辻
、
日
悶
品
川
域
内
に
お
け
の
い
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同
半
隊
い
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る
付
人
、
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冨
の
財
政
を
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し
て
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る
山
下
Y
3
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5
2
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五
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t
J
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F
H
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佐
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忠
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来
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ν
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一
、
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め
な
い
レ
い
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の
は
、
ド
ナ
、
作
的
に
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崎
川
門
司
能
な
の
た
が
苧

τ
化
問
は
辺
直
し
と
も
ら

つ
Lv

、
7

ご
つ
い
行
ご
ζ

ご
あ
け
ま
オ
カ
じ
一
と
し
み
到
問
に
対
〕
、
小
引
主
総
叫
ん
ぼ
は
「
お
託
の
l
y

お
リ
で
す

b

一
Lv

弘手ノ

JP
」
し
外
fX

防

小
川
否
、
員
会
二
芯
路
、
叫
お
た
お
）
、
川
口
－
忙
藤
直
売
委
貝
的
宝
向
及
び
小
刈
忠
昨
日
h

r

八
巨
円
谷
弁
）
を
じ
」
よ
一

J

な
お
、
一
政
弘
山
同
レ
－
L

f
L

使
用
を
認
め
な
L
と
い
三
政
府
の
見
解
に
つ
L
て
は
、
以
も
は
よ
一
治
以
一
一
世
同
九
一
般
義
院
育
て
寺
山
戸
、
土
芯
対
州
市
ハ
ケ
－

r成
。

平
ん
月
一
五
目
、

H
円
〈
須
川
日
明
日
大
内
務
K
E
F
E
dふ
併
合
一
設
店
の
芹
引
）

へ
山
山
）
カ
刀
る
己
卜
不
の
山
ザ
人
れ
と
米
斗
の
司
与
は
け
原
で
’
じ
わ
れ
に
も
内
て
、
主
円
に
す
る
必
支
は
な
い
と
述
べ
と
い
今
。
ま
た
、
本
対
一
が
こ

の
約
山
手
ど
附
つ
え
と
し
ー
、
も
、
法
沖
こ
の
間
担
は
小
じ
な
い
と
！
て
し
る
…
外
交
白
川
荷
委
員
公
会
議
設
、
古
拐
↓
L

（
お
九
一
、
立
一
一
一

、
品
川
正
彦
外
務
大
じ
の
お
、
d

一
川
、
川
上
、
一
頁
（
山
内
一
一
一
総
注
大

ιの
υ
什山町一

J

（出
J

Lヴ
ラ
λ
タ
I
i

刊
の
概
要
L

つ
い
て
は
、
話
回
毅
1

ク
ラ
ス
タ
i

蝉
m
d
－
手
間
有
用
性
と
問
題
点
一
日
帥
門
性
同
点
去
の
脅

M
問、

JJ

ト
叩
隊
に
よ
る
定
，
H

F

リ
L
A
l
－
－
一
引
レ
マ
ァ
レ
ン
ス
六
八

C
E
二
ひ
つ
じ
ι
l
J

有

じ

一

向

f
－詳

J

い
c

｛
也
〈
R
m
z
t
J
Jハゲ人ン九吋ム
JFXd守
口
口
E

C
円円、一
J
E
r

（
7
3昨
日
町
C
E｝5
5
H
H
E
g
h
h
H
H
M
E百
円

drpJmHVCH戸市ロロ与の』門戸巳
ηhHMcpchp－
Z
F
P
E
E
Z
O
F一口白
HW

一L
R
5
～
ト
誌
と
と
η
R
b
k
o
h
A
2弘
之
、
同
記
号
、
E

D
ミ
E
～ト
phHF一ンと

ωり
店
主
当
一
L
V
ト
5

へ
お
ー
一
旧
日
目
、
則
市
γ
計
「
引
一
、
五
七
以
内

ヘ
m
J

品
安
の
い
い
問
的
損
ぃ
＋
を
発
パ
ー
さ
j
f

ふ
主
計
引
攻
撃
の
芸
L
L
川向、

M
h
h
h
m議
パ
戸
端
丘
一
条
h

mハル山付
J

で
返
一
疋
さ
札
て
い
る
し

（「う

ι
ノ
プ
ス
タ
弾
の
山
岡
山
川
駅
や
ボ
克
弾
に
よ
る
陵
＝
状
況
は
、
山
n
E
H
E
F
T
M
h
H
戸
店
主
C
U
F
F
～
3
2ヘ
』
子
、
古
川
号
、
吋
一
口
F
bえ
巳
5
ミミ

い守、モ
R
N
之

C
E叫
魚
、
足
5
5
2ム日（
X
）
♂
に
マ
け
し
い
な
芯
、
ク
プ
ス
タ
7

1

汗
の
〈
ハ
広
川
実
一
よ
乙

γ

一
行
を
民
辛
J

市
い
と
の
ふ
訓
刊
か
ら
パ
1
j

戸
析
し
と
も

の
こ
己
＼
仲
川
1

川
河
川
半
長
関
一
一
山
一
県
与
一
必
ず
人
ー
ILT
告
の
法
用
こ
み
怯
立
の
い
広
市

J

ァ
J

期
さ
れ
る
一
／
P
4
2
m
p
～
の
併
釈
を
中
心
V

－
－
－
阪
1

八
法
U7

市

カ

九

巻

靖

六

号

｛

〉

戸

公

）

じ

一

立

f

ハ
氏
が
あ
る
r

】ユハコポ
JCC『

J2
一（に伊丹
J℃門戸一悦口付
C
Z
2コ
｝
に
ヨ
牛
吋
三
吋
一
の
誠
二
〔
お
｝
）
（
が
ahptMLJ
、hhk
ミ之、。、前九ザ』可るご之ミ

U
C
同同（ず司ニハ日以〉
η伸一
C
「戸
IR一2FFハ
デ
ミ
こ
）
マ
ロ

で戸、、
問

内ハ、ηι心
回

戸〕げ山｛）
FHV
可汁コ
2
え
っ
町
｛
）
作

2dML戸J
A
X
h
F
d
ご
吟
7
d
戸口内一
2

小山小
F吋C
こ
〈
ご
h
｛〉仲叫
2
4
p
c
（
〉
戸
〔
己
出
合
。
づ
w

［

AFpr
同J2
ご
均
〈
己
ユ
ア
3
m－2
4
戸ゾ）

'..Pi.ベ人iL、学） "" ( 侃.68〆.Zill.l. 5 .I 



弘行部） 'i• 条約への桁与運用十11をJk苧人の江お主投

円
X
Z
H
W
’m
印
ぐ
か
与
の
口
広
＼

H
Lロ
LAFぺ
U
L白山内科
HWL
いY
円
C
H
E
Eロ
デ
同
一
PFchyuH広
E
E
d
w
y
u
z
n
z
v
E
回
一
〔
）
同
七
凶

h
M
c
b
E
印
Z
d
日
寸
ロ
コ
の
y
E三
、
門
史
一
同

Z
C
J
d
d己〔
f
h
「ア
F
同
『
ヨ
司
の
｛
汁
お
沖
ス
万

M
7
0
4一牛

Jム
FV十一司、
E
J
？丁《牛〔

Gコ
ペ
ハ
づ
ゴ
つ
コ

Cコ
ハ
一
c
A
F
4
J
L
C討
す
乞
づ
η
＼
口
、
だ
LF心代、
3
k
aへ旬、、一フム
C
K
3
5（）（「一ズ

日凶店内

m
m
用
品
寸
a
zロハ
L
Z
O
】コリ日一〕］〕｛）》〔）

（
叩
均
一
千
rvp法
珂
印
コ
pvMX
ミ
ヨ
三
一
？

Cご
〕
L
m
e｝

FFJM7Jコ
C
2
5
ハ一
2
4】｛
ct
印
CF
吋
J
E三《
lFC｛子一
4
7
2
t
E「
可
己

v℃
mwユ
コ
一
三
宮
門
プ
州
出
コ
コ
ロ
ニ

C
「〕
C
一
三
円
ア
一
一
？

C叫

日土色
FfF同
三
日
切
耳
目
出
H
V
C』
口
己
E
Yぺ
門
CH
〉
日
一
E
G
M
C
C
F
H
J
R
E
W
P
L
F
Vね
て
記
己
「
長
岡
山
戸
F
m
E
E白
岡
山
内
「
E
r
h
Q
4
。
－
ロ
己
EHnめ
古
H
H
v
o一足

立
E
J
g
E
Jハ一
2
3
L
子
r
A
U
5
4一
、
三
三
日
け
戸
ご
ロ
J
5
2
2
r
c古
川
口
一
っ
き
〔

C『
子
戸
【
）
品
、
問
4
3古
J司
会
内
一
）
1
3
2＼
｛
）
C
｛
〉
？
と
2

3
コ
ニ
】
長
ヨ

ヨ
5
z
o
g
E己

d
E
2
5一
己
主
司
4
5
Z
円
訓
話
向
ト
タ
ヘ
川
（
X）∞、

叩
相
｛
作
吟
マ
LJ
『バザーコ

ω作
2
T
U「
V1C｛】）今川合
14切
符

X
C
〕2
巧

Y
吟
（
Z
↓t
I

《小
ψ

弓
コ
で
主
吋

hr
「
ZH7
〈
（
日

J
A》
内
々
ご
弓
］
一
戸
と
XJ三
党
比
一

JZ
｛
ム
ペ
｛
出
ミ
凡
Jwkh

ロO
「

nhwmd
℃
山
旧
叶

一川パコ～

h
～r
A
－v
UハMU

（
U
J
Mめ
一
ー
パ
I

ハ
州
司
会
会
議
討
を
議
院
外
父
・
応
札
問
委
弓
会
会
議
詠
弟
七
サ
（

1
成
十
九
年
同
月
一
団
付
）

K
山
ハ
（
久
町
立
寸
！
三
日
前
！
人
川
の
ん
hv

与
と

c

｛
む
一
日
川
」
と
は
以
＼
内
向
宗
主
花
L
9も
の
と
す
る

H
本
、

J
A

ス
：
ち
い
J
Y、
カ
七
夕
、
手
工
コ
、
中
ノ
、
〆
マ

l
今
、
プ
／
〆
ソ
ン
ド
、

7

ソ
ン
ヴ
ハ
、
ト
イ
ジ
、
イ
ク
リ
γ

、
ヨ
フ
ン
ダ
、
ス
ワ
一
？
一
デ
ヘ
ス
イ
ス
、
見
出

へ
お
ノ
ル
吋
一
ー
の
よ
も
つ
仁
、
ク
ワ
ス
タ
J
押
汀
慢
用
の
以
格
な
規
祉
を
よ
小
り
h
v
Z
川
口
電
車
安
課
開
店
主
的
一
を
訴
炉
い
す
ム
旬
、

γ
一
ご
あ
っ
た
た
め
、

相
互
起
用
性
yh尽
の
場
人

γ
は
剖
也
を
ぶ
し
た
も
の
の
、
『
以
内
山
的
に
条
約
の
同
刊
以
に
司
令

Jh」

b

（
日
一
オ
ス

U

－
ブ
い
セ
ス
の
ん
ム
η

体
的
な
流
れ
に
ワ
、
v

て
は
、
悩
刊
毅
て
／
ス

Y7
プ
ロ
セ
7

へ
の
主
伐
と
限
界
｜
｜
ク
ソ
ス
タ
州
条
約
l
－
ダ
プ

ノ
ン
九
主
主
り
庁
桁
」
一
レ
一
／
一
r
レ
ン
ス
一
ヘ
九
」
号
（
（
〈
九
年
）
六
一

F
二
ハ
買
ゐ

U
加

伝

説

子

ク

y
ス
タ
燥
ヨ
ア
空
止
条
約
L
」

『J
q
ス
ロ
・
ィ
ロ

μ
ス
ら
一
凶
際
公
共
政
荒
耐
完
片
品
川
十
帯
主
一

H勺
一

つ

ハ

一

八

位

）

一

M
｛
H
f
〉

3p】J巳
r

｝ω
2峠ハ拘
mベ《
『

一

｛叫
E
～、、担「

／ム品
1
引
の
一
訣
巾
下
吋
吋
は
、
以
、
の
一
y
J
ル
フ
ン
ド
外
芹

J

有
の
日
刊
誌
サ
バ

h

刀
什
問
覧
が
り
市
で
～
り
、
各
丈
き
に
は
L
じ
は
か
つ
姶
i
J
0
4
否「

7
f

付
さ
れ
て
い
。
一

ι
w
E
〉

3
4
1
E
E
B
E
E
F
E
E
z
r
v
E
V＼
〉

一
川
一
、
内
｝
J主
詩
人

RtY2dyz－C討
対
立
コ
コ
《
二
F吟
へ
一
一
〈
正
ヨ
ロ
九
七
五
2
U
】神
5
2
E
5
2ゴ
5
2
7
F一
ゴ
ヨ
一
一
三
ご
正
一
王

5
2
z
p
古

2
7
H与
さ
戸
ゴ
ニ
J
r
4
5内一

日え人法羊） G3 (I日以 ti') [3Ul'L ,S 



日
円
一
三
引
）
（
に
（
（
に
＼
一
位
ヤ
「
札

1「
コ
ヘ
吋
民
、

"ockpiling co du，むcrnunitiハ＂＂ Llnc """e unacce凶al、Jg ＂＇コn Lo口、iii,"' 2c 2G M乱y 201汗 ！ 孔I)olf"'' Yrnw 

吋O'Ubrn巾＇nCler杭ca《m孔ノl'OCLkLOH 'pd↓ノ limccci,k ＇＂＂＂＂刊 .i.，，，仁pdf 小＂＇＇昨 d on Nm＇口巾《＇ 22ラヌ＇ 2, 

（：三 へULUalla,('.,m;,d乳仁＂＇ hHepOl>liL, Dec LGUK r1仁hndrn，】ce Gem< ny, !Lal' Neu；ρchrnfa, Sweden, Snil＇付l口泊dヲ

] lniLcd Ki"g仁Ol九 Di,acuL,,ionP叫＇＂＇じ Io<t" 1lhm tl•,;u tLnl ］，、 lluνon .L ity The tho I'川町間 fJi汎 u°'ioれ Tc叫 i川1

lnuliふ＇＇inn宗［οl h斗ennim,al Oumoυ1討

（町町民Yodon No1< mlwc ＇.＇ユヨ 012)

、
，一三

'' 
I';) If,, dヲ IW1 2 

1ミ~） f/;id. I'・ ,, 

（号l J<,lrn b口 ieぅ u】＂＂＂＇！ 山 UcHurm A Hi.>f＜，ヴ offfow the 'lYcuty fοLo< Cbutcr Munctiw店協＇01¥]',,,, (l lni＜α1 

PulヲIi口Ltiりn子、刀ドドJ;,l】η2G9夕立8？ラ 290.

lhd.ヲpム町， "Surnn <HV Recmd吋 f'"' See,.on ot the仁onm>L ee of jεWb。le'CDJ/CW.'SR, l (lメfone2！！＼川kpp 

,<[ 

(C'OI 

｛「ご＇ l一；w 'lyはUC'IJム UL広 St<canCnYLl' MaYlctl n,,, Co>n.cnli山Juoピlu,ctc1.;11u,,ilwo,> ,4 Comn""tncv (Oxlonl Uni;rnity 

片山丸山10),p≪rn. '.'l.14 岳会均｜ぷ剤、こ c;cヘ＇＂ c, ,, 土＇1 ＇ ヰ宅〈三百杓ミ＇~＂＊＂＇＇＇＂土よ.,,o ＇有権！；}ill l之云2トオJ苛［［＇（iiic1.！古j

lohi;'¥i叫に口、ベヘ♂E棋王，.r:; 肝¢－＂－））~ 漆｜叫弓子主u柏長戸陸軍1九従事iCl言説非公J主人とイf Sff Kctbc,i<cc 日間］州n,

}fr/'0＇ザ ／rm刀 the¥lνlin;;wc・ Cmザn・,:;,1:eοt'( 'h>tu ;Vhu,itim1.汗（llw IV )men' lntcnuni<n≪> Lent(lle loc Pee＇閉山 l'ihccdorn, 

2Lλ附）、 p 民 ι＂＂ムcLbka http/ I抗、＇W "'.u］＇、luはじnnuniriu孔弘 ocg,wp/ "p conLcnし uploach/2C:U2, U5／町ilpicpocl oa 

W じHing<on con！七日nee・18 22 ldmmyレcL （紅しe,,,edon ,) anu孔主v1:l, ~012) 

, c" 尋牛島 s;"'，，咋~）.＼I _,;, 0 fc x, 0市寺北~＂＇ 「円前to ,, c吐い官ti＇・＂プギヱ剥） ニ母子守J ニバヘゥ c~E 斗担 ：ミトイ語版なJei邑i

~＇是正 君臨ヨl樫叫てもご令ふト時沼ピ 『可謹三弔1五三ーく け之、ごくヘベ）＇ヨーご 三心同

l c：亡i r-;yytucn m＜仁 ιωり 1¥bhc,;1.ψm ''""' 01 pane '1 11' 

fだ れ lト て 泳 三S:l!Itt江主正当宣皆1三降雨F七E再三~-'-1S ：宝i ；［、己主会，，ぞき当J布ニ～ ·＇！ ~！ ,J’山c主i＝ぞな宍だ為市二ξ涯にcrsrt 

＇＂＇型 Eでム行《＇＂ 7，~，宅同、3ぇ~~＇」支払吋榊 J 二＞＼iiL'! ''' i!E'il f> «芳、lロヨ’荘n：四~＂鳴ヨ山必吋甘沼立つや吋J''" ~＇ η 副長O::li・



世
円
八
久
1
4

市
A
m
及叫ノ
R
f
r
－
見
よ

弘行部） 'i• 条約への桁与運用十11をJk苧人の江お主投

設
叩
一
周
期
作

（
店
、
ロ
ヌ
ヰ
’

n
叫
戸
コ
之
、
、
、
足
コ
C
η

ムム叩｝》同町一
rw

（一
A
J

口
制
1

新

山

同

九

二

ご

一

一

年
1

ハ
μ
月
卜
！
と
口
）

二
ど
可
制
ド
刻
印
”
、
一

nr、
叩
山
）

（
市
め
」
い
れ
上

日
一
川
上
、
三
百

へ
印
刷
）
本
件
務
省
は
、
〉
ノ
ー
リ

l
ク
ス
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
ど
は
れ
も
ヨ
終

J

な
い
と
い
、
っ
す
刈
を
4
4
刊

J

て
い
る

日

ズ

ス

川

a

プ
ロ
ヤ
一
八
時
午
、
米
間
作
、
昨
は
い
杭
々
な
阿
と
外
父
的
刈
話
今
一
世
流
し
て
1
v

た
っ
保
持

G
P
E
F
之
A
Y
E－Z
先
生
ヨ
』
モ

zphる
C

（
円
山
～
円
ノ
マ
会
議
や
ダ
ブ
j

会
泣
い
例
日
的
九
件
会
訟
で
は
、
明
片
運
用
川
性
に
同
！
万
／
ν
m制
作
し
た
条
肢
の
ム
一
へ
の
吃
を
砕
い
い
エ
ヱ
張
し
た
同
が
あ

J

九J
J
り
の
の
、
斗
J
V

は
有
力
な
意
見

2
い
う
ふ
れ
い
り
む
は
な
4
J，た「

LV51ム
ヨ
ゴ
x
u
E
C
A
Y
4
E
2
3二
主
E
E
F
ヨ
ム
ミ

2
1
5
日
日
日
ο

門
円
F
F
門
戸
ぐ
回
目
＼
H
q

℃
勺
】
ふ

二
山
一
円
｛
J

7

A

＼円
d
f
J

～＼
η
丈
、
ア
セ
ぷ

｛
ぺ
川
町
C
片
岡
の
遣
を
c
h
H
C
F
品
、
旬
日
定

ヘ「い一

EhA占
｝
封
切
り
∞
お
り
苦
ヨ
江
戸
書
店
内
H

千
五
2
5
2
t
u
t
－
を
）
括
主
の
惨
止
で
は
な
く
、
み
に
ぜ
独
7

v
た
条
』
叫
ん
J

浮

τγ
ご
い
れ
る
「
「

長
》
九
ん
の
刀
、

J

の
と
往
71

的
な
庄
市
が
不
羽
川
れ
で
あ
る
こ
と
、
泣
ひ
μ
院
に
愉
討
を
行
川
f

い柁
η
定
日
刊
矢
現
た
る
第
一
条
内
正
三
ー
の
解
釈
ヂ
村

掛
与
の
は
、
相

7
F山
刊
の
問
題
が
非
公
え
協
議
で
時
わ
れ
た
た
め
公
式
の
記
ほ
晶
子
d
c
h
J
な

1
1
、
と
、
モ
一
v
L
件
凶
の
♂

μ
J
4」
調
＃
ー
一
句
る
椿

阪
が
ン

EF／
ナ

γ
ヘ
山
間
人
に
免
斗

L
て
い
た
二
〕
一
に
ι
匹
出
一
句
む
と
Y
J
丈
ア
れ
ゐ

（一山」

C
M
C
m
r
v他
に
、

1
C
Rじ
ゃ
出
速
の
話
機
位
三
方
了
寸
ノ
廿
ノ

P

一
し
に
ダ
ブ
？
J
J
〈
民
主
へ
の
参
加
が

d
t
F
Lリ
h

f

h
ロ
E
T
H
U
i旬
以

c『

円

J
R
》ハハユロハヨ）

m
m
J
［
＼
日
（
］
ヤ
／
山
叩
寸
ト
h
x
v
v
ムト｝》」

ヘ同町）

y
c
oの
悶
！
H
J
f
主
何

E
I
v、

ccuhの
可
万
一
応
一
J

門
川
一
人
ヘ
リ
ぱ
び
七
危
プ
ロ
セ
ス
を
分
有
す
る
両
日
山
と
て
、
阿
部
達
白
川
刈
E

へ
地
zr川林市ふげん宋

約
エ
一
ク
ラ
入
夕
蝉
条
約
内
ダ

f
ナ
ミ
7

、
品
｜
｜
長
約
プ
ロ
セ
ス
ヘ
的
一
一

G
O
の
悶
5
J
に
右
正
し
と
｜
｜
L

「）ン
L

H

↑
入
、
』
陥
一
凶
円
九

、
一
コ
一
口
午
、
ぺ
寸
一

μ
が
あ
る

一川町、

C
M
Cは
、
司
公
式
内
同
議
の
注
片
方
伐
に
日
践
が
あ
っ
た
二
こ
7
4
い
い
日
航
〕
、
会
茶
話
ノ
～
で
の
一
宮
北
ム
怖
を
泊
予
の
J
P

一
と
が
川
一
維
と
あ
っ
た
と
い
う

川
止
ぴ
二
百
乙
（
向
山
戸
二
之
、
二
宮
古
語
L
〕
で
日
寸
戸
山
］
＝

日え人法羊） G3 (I 71' 71 [3Ul'L ,S 



,,ii で戸、、
問

こ
の
た
ザ
ノ
柏
町
押
品
川
三
全
日
現
の
道
入

vf「
↓
は
は
議
論
い
介
入
す
る
一
）
乙
が
む
き
ず
一
見
！
に
山
町
出
口
仙
は
ン
？
一

717
大
使
に
よ
る
条
投
2
染色

以
映
3
れ
な
か
～
J
L
L
こ
い
ス
ノ
一
一
升
ヘ
l
p

民
協
誌
に
苅
寸
る
刊
根
は
、

C

M

C
のよ川

f
ベ
ー
ン
に
m
J司
さ
れ
こ
い
る
に
ト
カ
「
つ
謀
弔
す
る
こ

し

1v
ぺ

k
b
J
A
d
I
門
戸
主
ヨ

H
Yー
ニ
句
出
C口戸口包同開会
y
『
」
ニ
三
回
ロ
『
｝
ニ
ニ
φ
同門
RHCム
〔
コ
ロ
」
F
t
E戸伶

F
J
T
一一七、＼
2
2
rぐりふ一。

VA
｝ζ
三岸川コ
JHMFMCCRよ由。】丹、
nuhNF白川－山内＼

で
己
れ
也
ぷ
（
FFnハ
FV2cm一
c
z
〕
乙
〈
一

f
u
c
J）

（
印
」
悦
に
「
悼
択
さ
れ
た
信
条
ニ
叫
す
ふ
C
H
i
c
の

条

約

の

在

の

ル

ρ

（OHM－同小中戸川口
H
C
U
F
f
h〉
E

Eド
C
C立

j
｝
う
批
主
的
許
制
か

ら
も
、
じ

M

C
が
桁
瓦
逆
刈
一
件
＋
条
ぃ
必
の
導
入
間

L
に
長
竹
村
力
を
わ
印
式
F
f
q
h
｝
こ
が
一
、
レ
九
八
倍
か
う
た
い
性
ヘ
4
メ
か
読
点
取
れ
る
「

£
5
3
q
d

司令門リ
2
斗

o
h
印
】
当
金
正
戸
－
M
涜
め

ω
2
3
】
o
h
一］〕
AU
円
0
2
5戸
市
A
L
J内
長
。

d
J“。一
A
V
1
h
h
y｛
＼
乃
」
宅
＼
内
出
ヘ
】
合
（
｝
%
H
A
U
m
u
L戸）
C
Z）
℃
ヨ

刊
条
項
を
リ
山
ア
イ
ル
フ
／
は
外
務
行
の
特
設
サ
ノ
J
L
H
は
柄
下
仇
さ
れ
て
し
な
い
た
め
、
凡
下
を
芸
出
1
1一
た
～
寸
2
品
交
〉

ζ

守

t一
号

t
u

勺

》

さ

と

だ

l
、
条
項
索
品
及
び
一
項
の

m
I
K
U
判
栽
さ
れ
て
川
な
M
r

一
刀
、
同
炉
、
人

べつ」
J

ヘ
フ
！
～

｛
寸
け

問、）弐山川
～Fh－K
七
円
～
内
｝
リ
プ
ミ
ム
4
2
2
4
三
三
門

5

3～
r
r
L
g
d
u
h位
、
、
へ
ん
「
一
手
守
川
ニ
ヨ
セ
コ
一

V円以内

町川口戸内ハり
m
w
m
ハア～九日町内礼

マ久川
rhJtx
巴
山
口
《
一
ハ
ミ
同
町
内
〈

p
r…z
F
叫Y

河町、、
U
H
Z
V峠命日」「

τ町一同どりト
hNお
J
ハア史一
4

円い｝ロニ〈

MMニ〕
2
5
2
H
同門以
w

円
234『
叫
《
一
日
ゅ
の
ご
ロ
ズ
｝

hrbvaZALC2こロ
mp
内二

］戸川℃＼＼

J
ゴ
1
m
三
vη
一5
5
5
5
2
2出
へ
お
午
、
一
2
2号
、
U
E
H
E斗
J
2
2
2
n
2－
S

Z

C

3
忌
2
いいね
v
M
C－
5

コり
J

ヘ
吋

I

〆「
＼

8
一

r
づ
J
＼

一

9
一

f

円ーへ削）
（社

ヘ
山
内ヘJ

－
nA刊

、

h
ミ

Z
J
t一Atにに合】
p
u
hえ》》町同一向｝マムム
4

》
｝
お
戸

同
か
『
A
U川

H
F
R
一
℃
凶
お
り

h
b
之内

誠
一
】
5
5三
一
問
。
一

V向《一
V｛
河
川
】
Z

m
手
三
2
H
O『
｝
花
《

2
百
三
三
宮
J
L
ニ
ヰ
到
］
5
r
一
ハ
リ
ハ
リ
リ
三
＼
〔
河
川
寸
＼
羽
目
＼
C
二
ぉ
ザ
訂
作

V
E
Z）
℃
｝

づ久》九三
c
z
d
E
R
A
F
Zの》

Y
7
5一2
r
と弘、、ベ二一
ν宍
v
印
】
七
山
之
一
二
ぷ
ム

旬、、
E
－ム小山
E
E
H
H
J
同
R
C同（
7
L
吋

R
z
r
苧
fu以内
JHW
己
岳
町
〔
ム
】
同
門
ロ
ロ
ロ
5
0
h
p
c
戸
川
、
ヶ
コ
十
九
円
〔
日
戸
＼
門
戸
～
＼
問
問
主
（
ト
%
T口
尽
に
A）
（
部
下
℃
七
叶
豆
一

一W
】
寸
介
同
局

C
ね

m
n
3
h
h
h守
、
広
岡

J乙
Afb人

F
F
｝

》

同

恥

uh

'..Pi.ベ人iL、学） "" ( 12; 72 〆.Zill'.L5 .I 



ヘ
um

円
7
日門

J
阿
V
A
広
一
川
加
に

HWW岡
田
日
以
内
少
凶

p
h
C岡
山
内
戸
い
九
千
怜

F
E
F℃
＼
＼

Jvd
若

者

三

c
h
u
c
r
z
R
M阿
HrFUME出
JCM円

m
h
k巳
白
己
己
＼

UHL
い
門
）
～

E
P
H
2
E
L
2
H
W

ヌ
C

A

F

コJ｝
d2
日
は

2

日
つ
J
N）

（
「

U
J

回凶

2
Zお
お

E

E

、vE
M
3
命
日
ヰ
で
同
お
出

（
Mm
一

円
7
A
〔
コ
門
戸
一
ア
吋
印
一
言
二
信
一
一

2

rぐ
F一件一－

F
三
戸
三
℃
＼
＼
定
点
者
三

c
vロプ一
ω件
。
コ
一
一
戸
町
宮
C
2
c
z氏、、
E
一
三
五
三
＼
ご
ハ

ω口
、
」
、
（

n
E
3
5
4ペ

2
7
L
T
こヨ

N
C
H
M）
 

町
一
モ
ヌ
ヨ
ヌ
一
2μ
ハ

Y
F弓
2
1
h
h
y】
＼
｝
》

J

＼
目
印
（
に
∞

y
A
ミ
U
D
ごと

,, 
？
ー
や
3
J
術
振
告
会
軒
別
引
先
日
（
D
仁、ノ）

弘行部） 'i• 条約への桁与運用十11をJk苧人の江お主投

取人法羊JG3 (I 7:;) 7:¥ [3Ul'L阜、


